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L. 緒 言

獅iの問ﾡは地炎面の条候と I てM物の生育にも係が;い。木川は比似 

的高5いSﾡ攻は初秋のﾡにぬて林木が低退の作川を受そけるが少くない。現に 

林業上ﾡのﾡ衛はﾡ も 頭*なる 作川 に岡 しル部的iに はﾡﾡの ど 不可能な 

る歯所もあり、M人工ﾡ林等一般ﾡ林川系は勿崎、 人然山新避行上にぬても役 

探木のﾡ定等にぬて新衛別資上特殊の抜術を必す ろﾡが: 多い。 ”樹地カ ノ(然分 

布を考楽すれば、ハ所的に攻る樹印は分布をのせられて他の樹印のみ繁栄し、火 

水不的には樹証にﾡじて攻る限界線を越えて北上を許されさる如さ、 火Rur的ic 

は5山ICがける樹種の分に見る如く比教的iに到 して紙抗J独い樹印和上 
、 (1)

し居るが如き、之等樹岡の分布 と 痂槌 と は粒像以 止:に開ﾡ係を行するもの、如 く、 

ﾡか る 自 然現像 を 明陥に把掘 し以C施ﾡ 止参考 とすべt 動か、らさる 桜思考せ ら 

る、所で、ﾡ林地のﾡ求攻は裸地盤林等に於ては特に保護樹、地形等を 充分名 也 

するをし適地ﾡ木の意義に猟書現像をm取すべき所がﾡくない° Mi密削題に到 

する林業上の課密は、適切なる林発的防除別依のﾡ立にあり と考へられるか結船 

の廻程、被書の經過、犯象要素との關係等需害に匆する*礎的小项を知悉するに 

非ざれば對第も自ら樹立し難を理である。MiよりW地と林地の別に依り希! く立 

場を興に し考究すべさ事項も向 ら廣汎に“: り 將來の調布研究に俟っぺ き所用; く な 

いが、上進したる常mの悲礎項をりに し他二、三の問曲に就いて此同に祀述 

せんとす。

IL 結霜 と 被害概說

姉の種ﾡ、發生原因、被の過程等にﾡし(往の女ﾡに現れたる所を総合 

述しやうと思ふ。

(1)ﾡ の 種 類

屈書或は凍害 と 稱せ られるは、奴溫の降下に因 り ﾡ物の生活器が衛せ られる 

現象セあり 土井藤平氏は Frost なる語は氷鮎以下の氣温の降下を療味 してゐる と 

せられて居り、獨逸にて所加 Frosttnge の算出の場合等に最低寒暖計の指•度がー 

ロ小米防以下に降下したといふF征を特性と して統計せられた例もあり、A新めめ 

_。

伸 I: し初 3、W; 净と党「ろ仙上必 I も白wiを細ぶに不らないﾡも低道度に 

内る欣物居れs地レセイふとせられn、3咕等の務を岡龚に解されてゐる,x 

井ﾡ不はW物諾rの;ﾡする場合はw:を訓ぶのが題であるとせられてゐるが 

何tcLてもi、aの』は順α9iに解する方切であると収はれる。

本斜像ﾡに伏ば地物が:か場し温度がた動以 Fに降 ドすると其の网事の 湖 い 

氣もW水動以下に降つてﾡ和し、のの水ﾡ斜がﾡとなつて戯材するの 

が:aiである。筑退が:ホﾡ以 F数にて川米る場合は無定形のﾡで水満のO氷ﾡした 

ものであり、水M F10座内外で川米る場合は証ちにﾡﾡのなとなると前せられ

ち無形のとキ川形の刈と2Hﾡにﾡ別せられてみる。 に物ﾡの種類に上
(3)

りお成せられる曲の形的が異り、水ﾡの態、ﾡ品の状態等に償り細別し得る様 

であるがで I:には關係が建いと思はれる,空中濃氣が少く低温忙て出来る肅は 

水分が少 く 硬い感があ ろが此のHのものは殿省載はﾡﾡと柄すべさ もので期ち軸 

Ah形夕のaiicA し、さ茶が 多 く 比検的高5退にてIポるﾡは水つく ﾡい感があ 

り弱政ははと和すべさ ものでJち無形の省にﾡしてかる。

又發生す る億所の廣狭に依 り ﾡて名冊を附すれば地形、地ﾡ物等のル況に作 

川せられてﾡられた小ﾡ山に川米るﾡはル所ﾡであ り、廣い地域一帶に出來る•ボ 

は地方的 由 である。 所iに別してはﾡ朴上に特に和なする必がある。ﾡ水、他 

原｛等の炎面は地 止にと同枚をﾡび場 く、 かる筒所に形成 せられる ; は 特 に 
(4)

Grsfrost と的せられてゐるが、木道の林求上にではﾡろ征神と利すべきものと思 

.。火盆地、谷或は樹就に依つて形成せ られる凹形地等に於ては寒氣が件滞 し) 

所川が川來易く、ルかる簡所に坐生成せられるを特に NMulenfrost谷と稲して 
()

みるが、.:記の2ﾡは特に林業 上關係が深い,

次に季簡に依 り4をi通 じて協別すれば初 由、冬親、ﾡiと されるのがであ 

る。M物生川川の行なﾡとして Gciger氏はﾡ、初の外に夏の夜の衛を呼 
(5)

げてろる。之等の中で林業と：最も關係深い ものは常ふ迄もな く 晩新iであ り、新バ 

と行へば直ちに晩引 を聯想す る如きであ る。次に冬期雪上に於て樹葉が赤變枯死
・. (6)

する例を見るが特殊な寒風の客は別と して此の來害の原因は冬司であ り、林采上 

では寧ろ晩式に次いで は視する必要があ る。 木道に於ては普7,8月の候には 

を見ないのであるが、大正:134:8月ボ北見、@Ig%のlI桁地方にかてゃをﾡ生



した記錄があり、更新と全く無關係でわるとは胃ひ療い•で木道の者名な高山の 

上都に於ては夏季と戦もﾡを制び必 く 株件限上部のﾡ生には役的i庁ﾡの 

見本が多い。

初ﾡはの短い北方地方等では生長の未だ修地せさる間に超り場いので、一霜 

よ り %寧ろﾡ団の分布界をする因子に高んでゐると冊せられてゐるが、— 

の不地山施のﾡ地、 林地では初の影断は牧少いとはれる。

夏のは特殊のものである故別として晩、初、冬 •指を如何にし工网別；•ペ 

きかはﾡ用上必なである。 Miittrich氏はﾡﾡでﾡﾡを 5, G 7の体、初 
(4)

編を 8, 9, 10の各月にﾡ分してみる。 Giciger 氏は晚報は年氣温曲線が 止:けする 

間に、初局は共の下降する間に現れる と し我の限界株は年氣温曲線の般為过に あ 

りとし、ﾡ場では7月の似後の日が之にﾡするとしてゐる。則ち7月30〜91日 

のﾡは晩ﾡとし7月31H～8月1 日のは初ﾡとしCゐる。メ冬のW分はﾡ際 

間題と して困ﾡであるが、同氏は長年の統計に依り年氣温曲教を oc の繰を以て 

切断 した點を以て夫々初痂、ﾡ新とWWする事が氣祭呼的に もも合理的である 

としてみる。之等のW分は場所に依り興るので確定は川楽米ないが、北海道にかて 

は番通無ﾡ期間が入つて米るので晩、初のW別は明談である。製 り に年代沼仙 

線の我為點を求めて見ると、野機及び 上川森林治水試驗所に於ては何れ も略 8 月 

初旬に該當する,OCの切断ﾡは、初は野幌11月求にして上川は約7日小く、 

終跡は野機 9 月ポ 日に賞 り 上川約7 日 遅延の状態で ある が:木道 地にぬても ito 

ﾡ分法にﾡふべさものと必はれる。 ・

(2) ﾡの發生原因

i項に於て一部邪のル因にﾡいてﾡれたが新が:殺生するル図と しての理山、 

動機に効いて進べ る必があ る。仙 し林業上 もgなﾡ物生長期川のﾡを 釣4 

と してﾡべるろとす。

從來文献に現れたる所を綜合すれば陽の強さ、作川に就いては第一に天候、第 

二に環境因子が擧げ られる樣であ る。雲が無 く ﾡ期に して無風旦寒冷な晩には氣 

週が低下し地物の放熱作川が烈しく危險な屈が發生し易い小は衆知の”である。 

又地形、土質、海扱75、ﾡ生の種類、被初の状態等環境因子が、納の世州c大

きな形響のあ るも(に知 られてゐるが、 候ﾡ件が造にどﾡと られが迎、ソ

ビエートsHicかcはui我:のINと して大試にﾡ礎を回二つの』にK別せら 
({ (S) (s) (ッ) ()

れえの力:f通である。

I. T 波 " 北方ょり迷入する0C以下の姿風に原因する場合で Ad. 

vrktivfret, Kiltafret,Windfrst "と柄せられる ものである。

II. ﾡ 4 " 附/た明夜にﾡ、地誠物が熱をと献するFにI囚する 

埸介で Strahlosfrwst と柄られる ものである。

以 止二製の外特に満役に伏る遮冷にIナる場合を揃川し三』と してゐる さ•も 

あ り 、 Stnitiach.rは之をﾡ4に一してわる。簡9すと満ﾡに供る冷却は熱合 

し相伴って起る绊Aが 多いわで お醴 と しては上記の二"にてﾡ分と思はれる。唯 

低山九、ili科Ma"特殊の商所にかては、蒸費に伏り冷却せられるがﾡ著に 

ﾡれる様であり木述の特殊拠地等はﾡ例である。遮風に伏る不を性の対衛は 

教的少い と 納 られてるが*道にかて ・ 位置的に此の種のﾡﾡは必ナ し も紀認 

するが川米なW所で、現に北見地方沿岸に於て此の撇の痛書を見る。

木道に於ては 勿規 幅 射型の 個*が我 も 多いのであるが、北方諸内で平流型のK 

の起る場合をると晩作、六月のﾡに北ﾡに終りつ述の多少と無開係に我生

し隆起した Giclin.ie,Imi、A商斜m、北側林縁等に於て被害が見られ所町ぶ孔 

政は四地"福9す型のﾡ地にかては風に討する保護によ り 寧ろ被害が少いとの事 

でのﾡ収は用#ﾡ区する行様である。

(3)ﾡ書○原因

邪に依って依物器官の枯死する原w を知 る事は被害の過程を知悉する と 共に 

防除跳ﾡを施すナ上にﾡめて必なである。之净の力は市來"(物生理學の問密に
(11) (14) (15)(16) (17) (1S) (19)

' ﾡするのであるが従ボの設を収縦めに述するとす。

Dulamel, Senclbicr"古い林物9杯はaの原(因は形態的現衆にあ り と し細胞 

内に役地した氷塊のﾡに細胞が破ﾡされるfにあ り、或は氷結’した部分が硬化 

する場合に はﾡや細胞が も 水の氷つた無の様に 氷塊の爲に機械的に粉碎 され 

る爲である として ゐたが、Gocppcrt, Sncls 氏"は此の考へ方の誤設を指摘し、 

Sncls氏はﾡの原因は氷ﾡにあるのはでな く呼ろ融解の種類に伏る ものでち 

液汁の氷ﾡしてみる細胞は念激にﾡ く 融け る場合は水分の吸收が困難 となる 爲枯 

死するが、徐々に験ける場合は水分の吸收が可能で回血する小が出來るのでわる



と した。とに討し GioePIert 氏は ・解のWに起るに 年中 して木結 した状* 

の下に起ると考へた。 北の後 HI.Nldiller Thurgnu 附氏はﾡ物のホ材及び;に 

關 して但的な研究をﾡげ北のル凶は生理的現像にあるルを呼に し、ii死のm 

因は水ﾡの際に細胞内の水分を奪収ナるIに上 り形山の分子が味的 s る 

ﾡであり、融解の地等には何係が無いとして Giomwrt 氏の四ぶ匕岀ぼ 1 

且ﾡﾡ設明を加へた。 水境の形は細胞内にぬて行はれるのではな く細記川所に 

ぬてﾡされる ものである。水納に際してﾡづ少の水分が細胞ﾡに/で大にI形 

質の水分、細胞i淡が:細胞を処 して水形ル○商所に移動する。水ﾡはﾡ物のﾡ 

類、部分、4年略等に終つて命水に県が:あるﾡ ・様でなく、火細胞内の+m 

が異るので水分然乏に對する抵抗力 も巣つてポるのであると。

Nolisch 氏は特殊の製置に依り ﾡ際的F情にいて祉Eの理論を研究 L此tの設 

を確證し、植物の凍死は木質的に氷の形成に因って起るM形質の水分沿失に同せ 

らるもので、 tの水分刑が細ルを破ﾡするのであるといふ制論に到ﾡした。 

水ﾡは細胞内に於ても起るあるが細胞自ﾡは氷ﾡせす、水分は細胞外に川で細 

胞間の外部の表面で氷結:するのが法則である。aEは常にﾡい水分映乏とM係ナ 

るもので火水新はoe では起らナれ以下のﾡ座で起るものである。aluEは米納 

の際に起る もので融解の際政は融解後にﾡる ものではな く、削解の迎城が生命の 

保存と無關係である小は法則である。而し若干の例外と して徐々に融けるFに上 

り 生命を保持 しあく融け るfc よ り を楽す事 もあり、此の場合加は水納の際 

c非す融解の際に起るになると して Snchs氏の主張を特例と して岡めてゐ る, 

隔米改死 に關す る 理論は Nfolisch氏のみ設が 牧 も 行名 である。

の後ﾡ物生理Nnximow, 細町一NB氏"新はﾡ物の耐性はﾡ塞代と細 

的W係にあ り、耐変性の8間はル充酬靴性のI題にﾡ→すナるを呼にLイれも 

ﾡ本は細胞、原形の水分奪収にある事Fが:明統にされてるる。mしなが:らlじく 

水分消失に山すると しても高5過の場合は原形町の凝Mに原因するが、低溫死 

の場合は一ﾡ複維である と 言ふ。ﾡM氏に伏ればﾡ死の主原囚 は原形質が急激 

に水分を奪取する動にあり、共の際原形货が一定限度以上に水分を消失する為に 

生活的構造が機械的に 破壊 される 結果であ る。※川の際水分奪ル の結果細胞液が 

ﾡとな り 之が形Mに到 して化ﾡ的にイﾡに働 く 「が死因であ ら'う と いふ.成 も 

あり、山k北Nにボつてはげ不Jの』が らである。合水域の多い細胞は少 

い細ﾡよ り も死E!りいのつよﾡ水が刈り りいといふ事F以外に水分奪吹がなﾡに行 

は•る力も男つて力あるものとされてみろ,冬季針にが2貳に抵抗するのは生長. 

四よりも合水応がルいIで、此の事点に耐える折抗の現像を Ieger 氏は特に 

NEknvicと砲してゐる。晚怵時初に折策が被咨道受け車*が枝宙から免れるの 

は合水の 多ホに依る事か主囚で あるが、試みに野拠に於て祈飾葉の合水量を調 

布した制叫はi1炎の如くである。仙しト ッ、エゾマッは昭和18年5月20日

資料縹取、 » ・ッはWG;月21日L組ﾡﾡﾡﾡ館に於て調を行つた

1 fペ針計合水量 %

ト ド 丫 ジ エ ゾ マ ジ ア ゾ 〜
別 ﾡ u ・新 然 团 運ﾡ 一 当 基

合水量
生市

。53.19 8.7 51.38 80.62 52.3S
合水量 (m ! 363.12 113.63 513.84

I
105.69 115.91 110.00

之に 依れぱ 件樹師共 售怅は 生 m tに別 し50%鈴の合水ボな る に討 し新ポは30% 

内外の合水である。関iにW燥mﾡに門する合水ドはエゾマツﾡ大で卜 "マッ 

小である。エゾマッが ト.•マツ に比し赤密に対 し抵抗力の別いのは袋芽が 海 い關

係 も ある が含水率が高い の も一因であるとへる。

次に秋科秋ﾡに就いてl4:10月26H探ル I 合水量を調布 I た鮎果は第2表の如 

くである。 ・

2ボ 秋季針葉含水量

両 H rド ジ___! こ ン マ ジ デ カ エ ご ジ

価 別 秋 牙 7 秋 小 恐 3 秋 芽 1 7 架

はnIを 65.73 62.09 60.o! 54.63 59.86 58.23

191.77 163.78 150.09 120.43 149.15 139.3s

1は組じてイに比! 合水がまつてゐる。秋ずは初ﾡの危険性があると 

考へ られてるのであるが、合水北は10月ボに於てはﾡﾡにL 僅に 多利座で 

あ り、春季の新葉に此すれぱ遇に少 く10月ボ頃は(に危ﾡが無く なってゐる。又冬 

のル態を知らんとII和119年 1 月11日採I収 し間の結県第3の如くである。



第53 冬災合水 を

・ドマッ エゾー アカエゾマッ
・"会い。、-----* 一 一
含水量

/生 5I.C6

104.34

49.73

98.93

5O.80

103.51

多季は生活休止のﾡもあるが合水はﾡも少く前の Wiliterreif"のつバでも 

自 ら首r竹される所である。

扱て川題はみ死の時期に就てごあろが、Ntoli.dh氏以後と近のi%設を台合する 

にﾡﾡ氏に依れば、一且死したﾡ物ﾡでも氷の融解後死せさろ ものもあり 

共物を以てめちに凍死の 原因とする力 は出來ないと柄 して ルり、火 

氏はの著書にて水納したﾡ物の部のがi死映ﾡになるには更に一ﾡの冷却が必 

要となるので、多くのﾡ物はﾡﾡした大では被ﾡを受けないものである と設き、 

更に生長時期の改死は融解の種ﾡにりﾡを行し、徐々 c融解すろ場合は登激に銀 

くﾡ解する場合よ り も必に死をﾡれるとﾡしてゐる。 火Wagner氏もの* 

ﾡにて%が明い場合にはﾡく融解する開に死を楽米し、wが:強い場合iにはCEicを 

來してゐると稱してゐる。

の時期に就いては郷ﾡ防上か・らもﾡ心をす る間題であるが現ゆポ 

解決の動もあり今後の研究に俟つべき所もある樣思考せらる ・所であるが:、は 

ﾡの強明に依つて融解の種知に も關係ある小は否定し難い様に思はれる。

- I. 結ﾡと氣象要素の開係

輻射局の場合 に は特に各氣ﾡ状態の如何が継4iの利座を 右するf となるが、 

地衣府の氣象の愛化と 制織の強弱を知る小は’足の換知、強防上に も 函大のW係が 

あ り 實用上必要な問題である。商るに此のm媒なI川題は場所的に特性を行し政る 

場所の数価は健他の場所に適用する事「が川水ないので、場所行にの特性を究 

めねばならぬ。即ち緯度、湖扱、地形、他被物の状態等環境要素の影您が大きく 

又同一箇所と雖季節、月な: に數値の異るのは勿論、aはの時々 の継化にむ無 

狭要のﾡ合に因つC生起するので各要楽を仙々に分離 して考楽す る事「は同 よ り 

不合理である が、づ以ての傾向 と 程度 を数的に知 らん とする のが 目的であ

-8- 

る。キviiこlともl｛系iべいへ本(梨がはっ量はびふ、迫もないが無温と出でありx中 

小ﾡのつ絶的堪が題である。更に眼力の如何が關係し之等の案要素が粽合し 

て作川する川となるのである。 通氣ﾡ映ﾡを調測するに我人の施飛範回では、

地 トーの5 さに 於て ti集mhを 他川してみるが之は地面の氣象ﾡ況 とは著しくハ 

る。 にの止時にぬてはﾡ※ が川てポるのであるが、地miの特に幼古 

の端に#めてせる飾の悩細氣像の調潤定は現作の氣ﾡﾡ代を以つてしては 

んど代可能の八ﾡにあるので、1なる範回内にて流足すべさは止び無いである故 

御川的に百姫門のつ本八沈を到像と してﾡ加の開係に就いて止べ、場地所と Lて 

は野幌件葉験場門 (la5im. 神度"4i) の開を主とし、 川森林治水 

秋略所げ門 : som. 料1°50Y) の調を参的に記する事と し、氣象 

と しては無温、時跡、關係漏度、継ﾡ型、的期、風力、風向、ﾡ量を通び 

生間川の1iと して陥れ及び初に就いて遊べる事とす。打桃に於ける ものは昭 

和74よ りNJ164に至る10ヶ4ド川、 L川に於けるものは昭和13年よ り同16年に至 

るヶ 年明の統計で あ る。 w;に到 しては地形の状価が鼓 も影舞が多く 席所の記 

遊を還するMでJの権媒を記ナば、野幌に於ける製調測地はﾡ科地の高※に位し 

方約 70m に森代を推へル川は開ﾡ地である。.上川のﾡ測地は不地にし北 

々のガ向に小ル供筋をﾡへ約150m にして双樹の幼齢林あ り阖圍は畑及び水 

mに して不である。

(1)氣 過

從來*; の强 判 を定め る に-•定の根據が無 く試略劇ﾡだ不側 を態る所であ 

る。ﾡ"i量を杯ﾡ しcガのﾡ県をﾡポとする例も見受けるが、少の場合でも 

拡だ しき験 •ぶ もある故ﾡに伏る必しもﾡではない。--般に消度の低い和 

楽る知はﾡい管であるが空小過氣の合量が期係するのでぶ肪と脱合せなければな 

らなV。ii しﾡばれ白Wi物にﾡ しC独引をﾡ公せん とする場合は少し く 意味 

が県り、従米供ﾡの無V』なるﾡ楽Iに伏りﾡ明を附するを常と しなた。従ひて木 

Wの統Hにかて も北の時々のﾡ業裕に伏 り 多少の差異を生ずる事は免れないで 

あらうが主と してと量によ り純白色ic して水分が少く乾いた感があ り 目結果の 

多 ものは强用と し、ﾡだ鈴明に して局地的に生 じ時にはの行無制別 し難き和 

度の霜は啊川とする事が標準とせられ、羽を 0 と しを 1 と しﾡを 2 と して夫々

9 -



敷子を以て炎示する方法に依り従米記好された所を税計し、ﾡiの2に上る町川l 

的温度ﾡ化及び行4日、年日の県を郷4及び第5に炎示した。

-10-

・ 炎 4i と 条 単 ()

函所月5 •,ノニ.：ニニ：• 22時 24時 2 回rG動n題で動

0 4.1 2.3 io 1.o 03 (-) 0.3 0.3 :. .6〜3.9
1 3.7 2.0 1.1 - 0.5(-) 0.2 (-) 0.4 0.5(-) 1.7 29-7.1〜2.1

野 4月 2 4.1 1.8 0.7(-) 0.1(-) 0. (-) 1.(-) 0.5- 2.8 41-8.8〜1.5
有ﾡ日不均 4.0 2.0 1.0 0.4(-) 0.4 (-) 0.4(-) 0.0(-) 2.1 92
毎価日不均 55 4.1 3.5 3.2 2.6 2.4 2.6 1.1 208

0 8.4 6.1 5.0 4.2 3.4 2.4 4.0 1.4 130.3～3.5
1 8.2 5.5 4.3 3.7 2.3 1.6 3.2 0.4 9-1.6～3.7

楸 5月 2 7.7, 5.3 3.6 2.8 2.3 1.4 2.3 0.0 5-2.6-2.8

有ﾡ日不均 8.2 5.8 4.5 3.8 2.8 2.0 3.4 0.8 27,
無ﾡ日不均II.。 9.1 8.3 7.3 7.1 7.8 6.1 252

A 日
有質日不均 3.7 1.4(-) 0.7 (-)/.8(-) 3.0(-) 3.5(-) 3.0(-) 4.8 29-13.,,

上 無価日不均4.。 2.5 1.8_2 0.3 0.0バ-) 0.11(-) 1.5 2

5 日 有衛日不均 86 5.7 3.0 2.0 ロ 0.4 2.3(-) 0.9 6-1.7～0.7
ノ

無価日不均118 9.5 7.7 9 5.7 5.3 ・ 6.2 3.8 118

消死日不均12.0「 9.1 7.3 56 4.3 3.6 5.1 2.0 6 0.9-3.4

ﾡ衝日不均 17.2」14.6 13.0 11.8 10.9 10.6 11.5 9.8 541 !

. 第5炎 初 4i と 条 g c°O)

箇所月別 ﾡの強弱 18時 20 22時 2す 2 羽 L6 時 函

O 戸
0 |10.2 8.5 7.6 6.8l 6.6 5.2 5.0 3.6 2 3.0～.1

ノ
無ﾡ日不均16.9 156 15.0 44 14.2 13.7 13.6 12.5 58

野 0 9.5 8.4 7.1 5.2 4.6 4.1 2.9 26-2.6～4.3
• I 7.6 6.5 5.2 40 3.5 2.7 2.4 1.1 22-2.6～4.7

10月 2 6.5 5.4 4.6 3.7 2.5 1.0 0.6(-) 0.5 9-1.3～1.2

・ 有ﾡ日不均 8.3 7.2 60 4.9 4.1 3.3 2.9 1.7 57
無ﾡ日不均 10.8 10.0 9.3 8.9 め.7 8.3 8.1 6.8 253

0 2.9 2.1 1.7 0.8 0.6 0.4(-).1.1 27-6.3～1.9

1 2.2 1.6 1.0 0.4(-) Q:3(-) 0.4,(-) 0.6(-) 2.2 14-1ビえっ.,
ﾡ 1I月 2 2.5 1.6 0.8 0.O(-) 0.4(-) 0.6(-) 1.1 (-) 2.5 36-8.8～0.8

有ﾡ日不均 2.5 1.7 1.1 0.5一) 0.0 (-) 0.2(-) 0.5 (-) 2.0 107
無価日不均 4.。 3.5 3.1 2.8 3.1 3.0 2.9 1.2 193

・所5 の製 I8時 203 2a 24 情 [ 6 j

9.9 7.9 G.6 4.9 3.7 2. 1.. 6-0.S〜.4
上 ワ 15.1 12.9 11.9 11.7 11.2 10.3 S4

I0月
6.0 ** 1. ) 0.7 、
s.S 7.7 7.1 6.S 6.S 6.8 4.t s6

っ川にがけるのずFはずキト少き公別を省町すると した。A 表に示された所を 

要約すれば M# よ り羽制1時頃1造大締に氣ﾡ価下しG時には上ルしてゐる。«が 

强 く なる出冷川の度が制し く、之は小だと価退が削藤に示I てかる。無退は4月 

からう,6と大ﾡに上/して米るのでﾡ7にかては行1日ﾡ低ﾡもと共に大第 

にc.l.トナるのが常である。mjし初1にかては反討に9月から 10,11月と第に氣 

a紙下するので行MIと低ﾡも川 と に次第に低下するのが常である。仙し最価 

aの純llは1iの強9に別! てだW々で、例へば野幌1月書の低温動下

0.6°ciに剣しai#iの(沿は場地つて向く氷跡下S.8cである。斯かる現象は常に 

现れるのであるが前述の如く 空中逓氣の含駅に読因する, 盘 で わる。 晩谷、初

もfai口のと低過はWを此紋すれば野幌にし上川の方低ﾡであるが、之 

は.上.川の方ﾡ及び海扱が5いiciボする。ﾡ仙;に於ける価沿の最高ﾡは 

判幌1月の 3.9°c,.川Gの3.」°eで之に伏ればﾡ谷の我生するﾡ低温の高い 

方 の限界は百葉禱内で大幅 4飞 とな し得る。商しネ州はﾡ荷に此北:し総分高い様で 

ある。メイ*ロ と 無W の消紀過 には 4特に U1 神な ﾡ 異 あるを指揃し得る。

温川は野幌に於て 6J折無であるに到 し上川に於ては14大ﾡ1回位のド均に 

て我生 し、乂 りjのネ町桃に公ては104川Iに仲か 2 回我生 したるに到 L.上川に 

ぬcはi4:1回I以上.の我坐をてみる。乂泄度の冷却の度介は 上川の方迄に急激 

である。

ﾡは の地む税脚座 じ初は反到にﾡを増してゐる。

(2)閲 係 漏 度

納1iと関係当のW係を第G 及び第 7炎に示 I た,

孩表に現れた特後を列記すれば、関係温度は夜間時間の經過と共に次第に増加 

し晩酱時に は6川小にﾡ り iす る 傾向 あ る に到 し、ネ4れに は必らしも 然 ら 

寧ろ増加する傾があるが、此のが異は 日 の川時刻の迎述に：店因する ものである。

一;1I -



価 所

ク0ィそ 呪ゃとけ以 (ジ®)

月 別ﾡの型弱 188 20 22991 2419 2時 4 ロ9 G P

2
有ﾡ日 不均 

無ﾡ 日 平メ

0
I
2

打露 日不均 

' 無ﾡ日

69
71
69n

 
TO

80'
80
86
83
85-

83
90
91
87■

2
1

母
-s

i
r
s "

刊
ュ
開.

■
 ■ ■
 

土
80
額1

83,%

84
82
88
85
85

r

二 IS冷 2 22時|24792 4m6
町 74 7 78

1 78 78 79 81 82 S3
i! 2 78 79 82 ss s7 88

T;日 不均 77 77 79 81 s3
幌 ・ m; 日 T 知 76 82 83 84 85

87
90
91
88
90

上 9"
fim 日 ボだj 
無n 日 不均

78
82

92
9!

93
92

94
92

川 10m
" mi 日 不均 

無ﾡ日 不均〕 79 87
91
87

92-- 
s7

92
87

上

川

有新日ボ均 19
無ﾡ日才 6!

4然日不均 64
無ﾡ日不均| 65

有邪日不灯 

無ﾡ日不均

6! 71 77 81

66 73 77 79
84 87
8! 83

86
8i

■

77
76

一
 
8

863

-7

‘I
 
a

—

89
86

「：

8
 
8
 

9
 
8

82;

4iのﾡさをすとに係過度が虹何にﾡ化するかに以いて野幌の例に従すし 

ば不確實では あるがw.則的に高 く な る傾向がある。 北の現ﾡはのﾡさを増すと 

共に沮度の低下冷却の度介が比杖的烈しくなる事にnるものと思はれる。

(3)紹 登 瀬 度

絶器山のM向を知らんが公水満然現作弘力を 第4,5の熱退と 第6,7※の 

関係過度上 り水※火大張炎に伏つてW出る県を部な、9に示した,

イHと無ﾡH を比じするに野鋭Cては10月を除き呪ォ、初ォと も無ォlのガ

關係 湿度が爲い傾向 あるに登し、上川に於ては明ﾡ、初川 何れ の場合 も B8係淵 

は行新日の方が高く 反對現績を呈してゐるが、 此の現象はカな  ill に當 り 野幌に 

し上川の方条退の低下冷却の座合比修的御 し き c叫l るものと考へられ、野幌に ぬ 

ては感究的に:乾性の狀態に於て結霸せられ上川 に於て は濕性の狀態に ぬて納細 

られろ事となる。

第7表 初ﾡと出係淵 (%)

箇所 月別 ﾡのﾡ弱 18時 20時 22時 24時 2 時 4 時 6時

n r 0 66 72 7。

Pプ

81 79 91 90
野

ン 月
無ﾡ日不均 84 88 90 ツ 92 92

0 79 83 89
86

9 92 93
1 79 80 87 89 90

10 月 2 77 80 82 86 90 94 94
有ﾡ日不均 78 81 84 87 89 91 92
無質日不均 80 83 84 85 86 87 87

12 -

i 所

り別

川

第お 「iと絶體度(水※式張mm)

13 -

月別 iの型明 18 20か | 22m9 24時 : 2時 4 時 6 時

? 月

0 
1
2

ﾡ 日 ドだ〕 
i 日 不均

4.22
4.22
4.22
1.25
4.92

3.99
4.01 

・t.06 
4.06 
.89

3.89
3.90
3.39
3.88
4.86

3.73
3.74
3.72
3.76
1.82

3.74
3.60
3.68.
3.69
4.6S

•
3.64
3.63
3.77
4.61

5 月 有省不均 

無a 日下均

5.58
5.83
5.48
5.59
7.33

锻 

5.38 
5.50 

・7.15

5.19
5.2!
7.01

4.92
5.1!
5.08
5.03
6.93

4.83
4.85
4.90
4.85
6.78

4.72
4.61
4.60
4.64
6.77

5.10
5.05
4.80
5.01
6.93

? 月 ! 行n日不 • 

無 日 不均

3.62
1.01

3.59
3.99

3.34
4.00

3.25
3.93

3.08
3.78

3.05
3.79

3.16
3.81

1
5 月

ﾡ日不均 

無新日不均

4.08
6.28

1
6.36

1.64
6.19

4.48
6.07

1.40
5.87

4.28
5.84

4.69
6.08

6 月
日 不均

1 無範 日 平均

6.68
9.48

6.63
9.39

6.40
9.13

6.17
8.86

5.77
8.54

55
S.56

5.96
8.78



2中水流の合はォiに対してポべのけ係があり、fし、チに 6

はﾡ射を り メ#しく 少の場合は蹴監低下 しﾡMiに到して不品合な旅とな る

第9 初と継m通座(水来4:.)

移の係t価u/』にかけろと一である。

] 所

野

俊

上

川

月 別 第の強B 18

9 月

10 月

H月

無日ボ

有須日正均 
無日不均

6.11
12.0

20J字 22時 27時 2 ロ " 5

5.95 6.07 5.96 ラ.74 6.01

1 1.59 1 1.28 10.97 10.96 10.73

6.98
6.15
5.56
6.36
7.71

G.8I
5.78
5.35
6.13
7.59

G.イ
5.5
5.1
5.8'
7.3:

5.82
1.93
4.62
5.26
7.09

有須日 王均 
無石日不

3
3
 3
 3
 

今

J
7
"
 

3
3
3
3
4
 

u
 fl 

4* ̂
5 

3
 3
 3
 3
 4

10月

有ﾡ日ボ均 7.08 6.75 5.95 5.94 5.52 5.28

無範日均 10.39 10.19 9.70 9.43 9.41
レ

9.16

有ﾡ 日不均 5.23 5.17
88

4.60 4.52
無 日 王均 G.66 c.98 6.47 6.40 6.0 c.40

5.25
9.11

4.42
6.28

6

5.86
10.65

5.68

5.17
7.00

3.67
3.63
3.7I
3.66
4.78

ﾡ10よ ﾡ 4 と試訪 (じ)

所!羽iの当 189 2029 2a 2争 2時9 6 P

0 -)!.!(-)!.9(-) 2.2(-) 2.S(-) 2.7(-) 2.7(-) 2.4
.. 1 -) l.I(-) I.S(-) 2.2(-) 2.7(-) 3.3-) 3.I(-) 2.7
・ i! 2 一) 1.!(-) 1.6(-) 2.2(-) 2.S(-) 3.0(-) S.1(-) 26

イ$日ボピ() 1.0( ) 1.6(-) 2.2(-) 2.7-) 2.9(-) 2.6(-»2.6 
無日ボだ 1.0 0.9 0.9 0.S 0.3 0.1 0.3

桃

上

5 J

•»月

H担 H ドミ
バ3日 下だ

二

O
I
L

有ﾡ日不均 (-) 3.2<-) 3.3-) 4.3(一)1.
無価日不均() 1.6(-)1.9-)1.S

0 0.8 2・ 1.5
6 0.S つ.1 1.4
5 1.0 0.1 0.7
.3 0.8 5.2 1.3
9 5.6 5.9

6(-) 5.40-) ) 5.0
1-) 2.6(-) :2.6(- ) 2.5

行ﾡ日ボ均() I.G(-) 0.4 0.2(-) 0.3(-) 0.5(-) 0.9
無ﾡ日不均 4.5 4.7 4.3 4.。 3.5 3.4

0.+
4.05 月

川 5.
10.5 & 88 4.2

7.S 88 3.7
9.4

炎示せ られた特徴を列記すれば映司、イォ何オれの場合 も行げタ を山 じ 4iHには 

空生中条が少いが、ﾡ日には高条ﾡの影響に伏 り 下降氣流の爲空氣が乾燥 し場 く 

又熱の輻射と蒸發の寒冷によ り消降下し、1に地物からの蒸我が淡ナるとに 

地表扇僧水蒸氣が親の生成に消費せられI他の水燕氣が下眉に移動補給せられる 

uc因る もので、時間の経組と共にイ新日と無獅日の張の迷が大第に大となる 

傾向があ り、換冒すれば空中诵氣の減少度は局日 の方が太で之は特に初編に 於て 

顯若に認められる。

又例外もあるが歸の強さを増すと共に空中温氣が減少する傾向があ り、各ﾡ 

の張力に就いて時間何:の差を算出して比較すると殯さを増すと共に水蒸氣の減少 

が 日出 頃迄時間的に長 く 績 tHHIgiの改少i も大なる 傾向 あ り。

(4)ﾡ 點

第8,9炎の水蒸条現張力ょり 水※新大張力に 依つて 露點 を 芽出し た も 

のを第10, 11に抑げた。ﾡ跡は納水森氣張力と不ﾡするので数価の大小、批

-14- ・

11 初 ﾡ とﾡ町 (C)
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1 所 月 別 ﾡiのﾡ明 18 2079 22時 : 24 2時 4時6噂

9 月
0

無価 日 不均

4.1
14.2

3-7
13.6

a40 ・7 3.2 3.9 3.5
12.4 12.3 ■

1 - 一1・2 12・や
W

I。 月

0 
1
2

何ﾡ日ボ均 
無a 日 平均

c.0
1.2
2.7
1.7
7.5,

5.7
3.3
2.2
4.1
7.2

4.9
2.7
1.8
3.5
6.7

,1.4
1.9
1.6
2.9
6.5

3.4 3.0
1.1 0-9
O.I(-) 0.3
2.0 1.7
6.2 6.1

11

0 
1 
2

発日 ボ 
無 日不均

(-) 0.2-) 0.5(-) 0.7
(-) 1.3(-)1.9(-) 2.2
(-) 1.0(-)1.7(-)1.9
(-) 1•9,(-) 2.2

0.5 0.5I 0.3

() 2.8
(-) 2.5
(一) 2.1
(-) 2.4

0.2

(-) 3.2(-) 3.5(-) 3.0
(一) 3.0(-) 3.1(-) 3.1
(一) 2.3(-) 2.5(一) 2.8
(-) 2.7(一) 2.9(-) 3.0

0.7 0.7| 0.5

上 9 月
有然日下均

無衛日下均

6.2
1.9

5.5
11.6

3.7
10.9

3.7
10.5

2.6
10.4

2.0 1.9

10.0 99

川 10 月
有ﾡ 日T均 
無ﾡ 日 不均

1.9

53
1.7
5.2

0.9
4.9,

0.4

48

0.1-) 0.I-) 0.5
4.S 4.S 4.5



(5) 砲 差

他がは北の須沼に於けろ水ﾡ筑最大張と現作張とのス をc示 すべ合で 

あろが、此ﾡに於ては氣ﾡとﾡ肪の#の関係をげ示する」,う炎のネi温上 り 

第10 ,11炎のﾡ肪の夫 x "を當•数値を 差引 ・の遊を3 12, 13に炎示 した。・4ﾡ 

位の大小、推移は小差の彩れと同…にして又相互の關係は第6.7衣に關係瀛表(〇 

場会と逆関係にあり。

第12 ﾡ と他ﾡ (ec)

面所 ﾡ iiの 型l 型 18 20791 22時 24時 2時 1 時 6 時

。" n;日平均
・ " SﾡiHiボ〕

3 2.9
I.6

1.I!
1.3

.9 0.9
1.3

川 。 を爲 日 平均 .!
3.5 3 !.8

2.2
1.520 1.3

20 と 8
(6)風 力

価 所 月 別 2 の

野

・・ 0 
1

有ﾡ ェ均 
祭獅日不均

幌 5 月

0
1
2

須 日 ボ光〕 
無衛日不均

上 4 月 有m 日 不均 
無ﾡ 日 平均

5月
右眼 日 不均 
無日不均

晒 20背タ 22時 245 2 時 7時6時

4.2 3.8 2.4 2.7
4.8 3.8 3.2 2.7 3.2
5.2 3.4 2.7 J.7 2.1
5.5 3.6 3.1 2.2 2.6
4.5 3.2 2.4 2.3 2.3

ら.6 5っ • 5.2 : . 2.5
48 2.5 2.2 2.1 1.5 1.8
5.2
5.4

3.0 1.8 1.3 1.3 1.6
3.2 2.7 2.5 1.8 2.1

4.3 27 22 1.9 1.5 1.少

6.9 4.7 3.6 。 2.0
5.8 4.4 3.6 3.3 2.9__26 2.4

10.2 2.8 2.3 0.6 1.3 1.9
7.3 50 3:3 2.7 2.2 2.2

地.#川Om!2i/Tにがけるﾡのつ消』を調にしなる ものをl、15人にjげた 

ﾡ;は状明、師のに多いとぢへられてゐるが、ﾡ力の相常生い例も地受けら

. Aは さ換に預つてある故式退、交過本 oT製囚子に地 

ﾡする所多 く#uic別 して関係深い関 rである。 ・lの風の消を見るに、 

H小もﾡく、夕方よ りへ衣小もいく«ガよりIび増犬するﾡ向がある。

に於てものH 向を首rrLfるが全ﾡと! て無4日には時川の起過 と 共に 高 

的H向｝少さiにし、 行m;Hには総ののﾡ向多さをめる。一般に無荷日にﾡ 

•大にネス;" に 小である。火w;のﾡさをすとにﾡ力も大第に寸る傾向がﾡﾡ

う1」に m。 u とA (m

一I6-

• 川 6 月 有ﾡ 日 平均 
無獅日不均

6.6
6.7 芻 2.5

3.0
1.4 1.0 
?.01.?

0.9
16 1 -

第13よ 初 納 と 飽 龙 (°C)

箇所 月 別 2 : の 9 18時 20時 22時 24時 2時 4 時 6 時

僕

9月 0
無衝日王均

6.I
2.7

4.8
2.0

3.6
1.7

3.1
1.6

3.2 
ピ

1.5
1.3

10 月

0
I,
2 

有須日ボ 
無新日不均

3.5
3.4
3.8
3.6
3.3

2.7
3.2
3.2
3.1
2.8

z2
2.5
2.8
2.5
2

1.7
2.1
2.1
2.0
2

3

1.5
I.7
2

!

9.5

1.1
1.5 
0.9.
1.2
2.0

11月

0 
1

有ﾡで均 
無4 日 平均

3.1
3.5
3.5
3.7
3.5

2.6
3.5
3.3
3.6
3.0

2.4
3.2
2.7
3.3
2.8

4.0
2.7
1.9
2.7
2.4

4.1
2.7
1.9
2.7
2.3

3.4
2.5
1.7
2.5
2.3

所

野

上

月 別 第 の 蜒 明

"4 月

5 j

4 月

5 月

6 日 有■ 日 平均
川 " 無ﾡ日不均

有a 日 下ぢ 
無須; 日 平均

有ョ日 ド 
無日不均

有知日王均 
無日 ボ均

ﾡ日 不 
無描 H 不下均

18時 20 | 22時

3.6 • 3.C
3.6 2.8 2.4
3.5 2.3 1.9
3.6 2.7 2.

3.51.2_

57 2.9 1 5
4.7 2.4 1.3
3.8 1.9 0.3
1.8 2.6 2.2
4.2 ジ引 シ3

2.5 1.9 1.3
9 2.5 2.3

3.3 3.2 1.8
3.0 2.6 2.1

3.0 2.4 1.t
2.5 2.2 1.6

I 24 2時| 4 時 6 時

3.1 2.5
2.2 2.1, 2.0
2.0 2.0 2.4
2.3 2.2 2.3
3.6 __3o

2.3
1

2.2 2.0 2.3
1.6 1.O 2.0 2.0
0.3 0.i 0.6 1.4
1.8 1 9 1.8; 2.1
33 シ 3.3

1.11 0.7 0.5
2.0 1.7

1.0 0.G 0.6!.ヽ is 1.6

1.6 .3 0.5
1.3 i:2 i:i 0.9
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0-1・m/s 加上 し樹動かざる程度
1.5～3.4 風 風あるを感ずる種度
3.5～5.9 和 '風 樹葉を動かナ和度



であろが、風は槨;の風は因チで即ち無風I 訴僚である程観い置を結び じい.

第15 初細;と出 (mns)

商所「月別「ﾡの強画I8「209 22 "24 2時4時 o 時 

に こはBe*i、イi夕と も個風が:多く上川に於てはのﾡが多いが 

後は地形のつ地断に伏つてIﾡとなるである。16時以後風向ﾡ化の映館を10年 

間27lHlのつ1;Hiにゆtな#計山 たものは別Nの如nくである。xつ行無に上 り関向に

0 4.4 3.1 1.9 2.1 2.0 1.7 2.0
無新日不光 2.7 2.3 2.イ 2.2 1.8 1.ワ 2.0

W 0 1.8 2.1 1.8 1.4 1.4 1.8
1 1.8 2.3 2.1 1.9 1.7 1.7 1.6

10 月 2 2.5 2.5 1.9 1.4 1.6 1.7 1.8
ﾡ日ボ 1.9 2.2 1.9 1.6 1.5 1.8 1.7
祭省日不均 2.4 2.5 2.4 2.6 2.5 2.5 2.

0 2.9 . 3.0
2.2

2.7 2.7
機

1 2.6 2.2 2.1 2.2 1.9 2.1
11 月 2 2.1 1.9 1.6 1.6 1.7 1.9 1.8

有ﾡ 日 均 2.5 2.2 2.2 2.1 2.2 2.1 2.1
毎ﾡ 日 平均 32 3.1 2.9 2.9 3.0 3.2 3.2

上 9 月 有ﾡ日王均 2.5 0.7 0.3 0.9 0.7
祭然日不均 _22 1.6 1. 1.4 1. 1.2

川 10 月 有ﾡ日で均 
無ﾡ 日 不均

2.11
2.4

1.6 1.9
2.l 1.9 2.2

0.6
2.0

(7) 風 向

結局の夜は概 して静ほの數が多 く Mみに晩の例を見る に夜4 も多 く 野幌約

30%、上川約60%であるが此の師殴に女ぐル多ﾡ向を調せろ ものが:第10,17

16と ﾡ i と 風 向

である。

簡 所月 別 別 18 20神9 22時 249 2 ﾡ ? 時 6 神

野 4 月
布 日 NW S S S S S S

*
無 範i 日 NW s S 8

r 日 NNW NW j SSE SSE SSE 1 SsP sSr
プ

無 日 ぶ S S S 8

月
有 日 wx w PSE PSF ESE ES形 pS

上 無 ﾡ 日 w じ w WCEW(E)

5 月
4 日 w r F

1
E

プ
無 痂 日 w Bc) E K ESE

川 6 月
有 日 1 E | E E E

\
無 ai 日 w W1 w WNW — 1-

--18-

強 1 受生『出向ﾡ化

17 イ 褊 と 風 向

箇 所 月 別 団 別 20時 * 22時 124 2 時 4 時 L6 時

9月 有 ﾡ 日 
無 ai 日

NNw 
S

NNW 
S

SW 
S

Sw 
S

SS 
ド

SSF 
S

SSE 
S

10月 有 ﾡ 日 
無 i 日

wSW 
N S

S
S

S
S

S 
S

S
S

I1 月 打 ﾡ 日 
無 日

Sw 
W

Sw 
WV

Sw 
W

SE 
S

SE
SE

Sr 
S

SE
SE

上 9 月 右 a 日 
無 ai 日

Nw 
E

SE
ISE

EST 
ISE

ESE 
SE

SSE 
ESE

SSr 
ISE

SSr
ESE

川 10 月 有 ﾡ 日
無 ﾡi 日

SE
W

ESE 
ISI

TSR 
WVSW

ESE 
W

PS 
W

ISE 
W

ISE 
WNW
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幾分芝巣をイするが氣ﾡの他置 と 帝接な關係が あ ろ は細は次にゲて る ル 

とす。

(8) 雲 量

#箱は*項に止べんとする高氣ﾡの勝ﾡをな 乙9に現野拠及びl川にかて 

は殆ど快晴の天候條件に限 られてみるので、はの 多 少と ﾡiの関係等は調 'e す

く もないが、ﾡポﾡと細併ルは反止例的開係にありとせられてる。之は 

の性と して何9中に劇する場合であるが:、不i沈"のなiの場合はづ量とは無側係 

で寧ろン:业の多い” が後想せられてゐる, の1iに別!する山のルは を 

当るfにあり、他つて地物のか却するを妨げ氣過の低下するを防ぐとなる。エ 

は水ﾡ氣のﾡ細によつて形せられるのであるが、に非さる水ﾡ然とﾡの多 

少は夜間の福射に影響少からさるものとせられてみろ, 安壮或は,S1%隙、tEt 

等が:幅9すに影器ある以上%の生に別して も北等にリる叫のイする事が:業 

せられるのであるが此のﾡの調布報は木だ見聞すろに至 らめ, Nliinch び 

riake 兩氏黑気 •加n 地方の通11 と 然 ら ざる日 の雲量 を 終 Lwin のir終ic は 単 

い薄が:多いとしてルり、 火*日の例は4と彼止との削係は認められないと柄 

してゐる。実址の變化は氣膿の配程、移動に関係する勿約であるが10年川のw 

日の例10時のうを統計したﾡ果は晩初を処じ不均野拠に於ては7.5-5.4 2.1 

上川に於ては7.0-4.0=3.0となり何れも無4日に比しMの例はの量が少い。新 

親時の氣塊が本道に及す影響を考察すれば隔日の前後には一般に'乂妣の少い小が 

隙想せられる,

Iv. 結霜 と氣塊の關係

結曲 が気象 上の諸要素と如何に密接な關係に あるかに就いて前進 したが、納w 

時には武人ﾡもなく各災米が続合的に作川するとなり効iの否、ﾡ制は主と し 

て氣象要索の綜合作用換；ければ火候によつて左右されると苜ふべきである。向 

る に天候北物は偶然我生する高5氣歴及び低氣の大小、位置、移動の似然性に 

影響される事 と なるので、ﾡ新現像 も全 く 偶然的發生に過ぎない •が天候の 復知が 

攻る脳座可能である以上にﾡﾡのW知も可能であるべきで、結為•と氣塊判に髙氣里 

とのW係を究明するは新4をﾡ知する :に もﾡめて必なである。依つて野

-20- ・ 

ﾡに於て受! たろvi］に｛tいてﾡviに」し-ては昭印2よ りlJlS年に至る12年 

Mにラ!R生! たる27回に載さ、初に到して閣和7年上 りW9 4 

ケ4川に10!ﾡ生したる"のllに幼tt調をなし、M向の大勢を推知する事とし 

大 " 3こょ り,;".リン ケ時び翌制時つ試置の戦雷を調べ高執ﾡ、催点 

Mの位* 移動等の状況に開 L調の#県大の如くである。

1) ・ ﾡ

183つ5飛の置を 大別リす』LI大の如くである。

覘 

上 

方 

w
 

品

累

鏘

計

木X

方 

上
九H
太
オ
ニ

・グmiム-・に1.るGb 代*カボも多 く 槪括 

には約504はに海か、ら九州方miにかけJち東支 

卵海方mの商氣ﾡでありﾡ も叫係深いと言へる。 

オホーツ ク派方商iの 2 オを除ツ全部は本道以南忙

fイ:しCバリ同waryaガmi«ッ"州'じa と な し1る。

大に高氣ﾡの移動方向を大切すばの如くで、 方に移動するものが共も多

I , 13 い. 不動に戯する もの、 ど公部は高氣ﾡの小.心が神しく
北ガ G

北 方 ! 大iitiにIi.る場合である。

計 2イ 交に低式ﾡの位山はシベリプ、済洲、太ド泊、オホーツ

クi不必で賞明な るものゝ ikナる場合が常である。商し低永ﾡが木道附近に 

あって川當發述してゐる場介は高氣殺の木道への影響を凌駕する事となり、木道 

の半ばは川火に して結ぶの危険がわ る に別 し他のードは公くは降用 と なつてゐる 

場も受け るので結山を誘致する如き 天候には高氣 味 のみ を ボ視する事 も當ら 

・e 、 ー

木道の喚露に關係す る高氣曜は大陸に發生 し進する ものが も多く Jち掲子 

江氣境と シベ リプ 人陸延塊が飛 も 優勢である。之等の兩氣塊は温度が極めて小さ
(20)

く 上方迄実の發生 しないのが特徴で:由害 と 関係が深い。知II の風向が北西か ら前j 

※はへ製化す る傾向のある のはﾡが巡す るに伴ひ大亜の低氣里と 到的 

關係に立つ爲 と 考へられる。高氣曠がタ カ よ り 例 ガにかけ不動の場合はが5氣ﾡの

心が大きく且散イするか木一がの心となる如さ場合に して、昭和1S年 

5月22H、G 月17月、G20nの木道一の大ﾡの場合は5条』の.心が木道 

よ り 木州全體 を包含 し日不恥仙の も のであっ, る殊の場合は も 危ﾡ桃の

一- 21 -



あるF勿的であるが、あするに木道あ於ける晚曲の危險性は 18時5曲祭りS中心 

位近が朝好南端方面にあり且木道附近に顾方なる低氣範が存せぬ缗Aである1 .T 
ひ得る様である,

交に 5 月 中時天勝ち な る に拘 らナ材術無 e 場 cぬい てるに、G5 試照 o位置 

移動の映況は新ﾡ時と全 く 同ーであるが低氣窄が本道附近に あ りて地す ろか又 

は西方、•市方よ り逃行 しつ ・ ある場合にしての前後につが:我生し場く無過の 

下が坊げられる傾向あるを認めろ。

(2)初 ﾡ
18時の高氣ﾡの位置を大別すれば大の如 く である。

ﾡ6洲方面 4 本道を心とて千、オホーツク海、 州、太
資海" 3
言張 ク 5 Ti洋、"木海方面に位比する場合般も 多く約”.

ﾡ書ご事ﾡ 3 を占め、女郡及び本州ﾡ方にイする事少くiのﾡ 

本——ﾡ——分 晚*;の埸介と全く 曲を異にする所である。

次に/氣壓の移動方向 を 大別すれば次の如く で約80%は不動性のものであ り、

票北東方 3 此の勘亦喙な;の場合と 弥 しく異る所である。

ﾡ 南 東 効 I 交に18町のつ低氣ﾡの位置tはシベリ、清洲等、

「 30 P方面が大部分を占め之ﾡ術の場合と 多少旭を

関cす。

本邦に影響ある条境の特性と して後は大ﾡに商5氣ﾡ投生 し海上に低氣』が 

彼生し必く、夏季は反到に上に高氣ﾡ狼生 し大陸に低氣曜が發生 し場いのであ 

るが、蚓; 時期は未だ冬季の影響があ り 御術神期には仰夏科の影断がある D高5条 

Mの所、f量t、移動の様相"もﾡ初の崩に伏り ト. 紀の差異を現はす ものと思 

はれる。從つて初陽時の風向か南の多いがも首行される所である。：要するに初山 

時の窮氣第の位渡は本道附近に あ りて不動性であるが特微である。

V.結霜と太陽黑鮎の關係

太陽の黒點數は太陽の活動を象徴する ものとせられ地球上の氣象現象に も種々 

の影響あるべさを想せ られ、從來黑財 と 氣象要素の關係に對 して も履論ぜ られ 

た所であるが未だ明微に突止められてゐな/状態にあり。今二、三の似係項iを

生、I野が多のBによ地球」 度が下り動費が、100途へば不均

沖ね： 半め乃 1、I 度必2力が力 ぼせられて明り、又跡と冷却とのIicは
()

)地の州I場は Pるが、代ル金価としては何"相間が祀8められないとの報もあり 

門川砂はA7降。,岡••由の我 さ は/監の二選期 数と埼98年を選期 と して簡 

取する川をげLてろが、 t! 各所ともﾡく制然と言ひfるとすればﾡだﾡﾡ

と山はハる 依って •武他りの関係を檢する小とし许快よ り約20HF稀りたる札幌 

にぬける#a計#計を川ひ晩uとの似係にAいて調を試みた。明治22年よ り昭和 

144に行る714川のつ7月の1に開し5月のOWolf/監数との相ﾡ々係を求めN時 

に 太的判朋 と 強’ぶと の關係 号 に 列 して ・ め楽を行つた。

太陽収肪数とのﾡ剛係談をM川したる事項は、(1)初の歌量を意味するものと 

してﾡさと数を加し4の5月小に役生したる細に討し明仙を 1 と し中衛iを 

2 と L2 して之" : 該位、(2) 独のo数、(9) 独aIに開せ衛の回

数、()不均紙執過、(5) 価執過の様、(6)不均氣温、(7) 不均焼高氣迫、 

(8) と/5氣沿のﾡip:Im「Iにしての納県はi1Sよの如く である。

ﾡして低大ながらﾡのﾡ、aliつ製及びは低過に別しては正、普通温、 高温 

等に對しては負の關係が現れてゐる。

18 4現象と太陽点町敷との相々係

敷 量 回 政 最価通 丨 橋 工」
随 映 ,

+ 0.069+ 0.132- 0.003+ 0.134
土 0.094 0.093生 0.094生 0.093

+ 0.146
士 0.092

一 0.146- 0.129- 0.034 
主 0.092士 0.093士 0.094

ﾡ政は条温に形管する丁は条ﾡの配証、大量、海流、海水溫等であり、從つ

て太陽加跡敷の増と之""IlIAI子との叫係が不明であ る映 り /現象との相關的

關係も明瞭ではない。 .

次大にﾡつ投生に23ﾡのﾡ肌術品現象が外して地方に於ても現れるや否や 

を校する 総前述 した る 4iの及び回敷に就い て明治224以降明治1年地の統計と 

明治454以FI和 94造の統計との相馴係敷を算して見た。29年毎の週期的術 

環現像がイするとすれば商次の数価が削神される管であるが、のﾡ県ﾡの量に 

ﾡしては -0.113-1:0.190、回回敷に到しては -0.012土0.140とな り地方にかては 

循環現象は認められない。
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・ VI・ 林内外の結ﾡ

斜新の利が:地物の種ﾡに依つて処り H熱を吸牧 I 夜間放物冷却 L場い物に 

多 く 制ナる事は衆知ので、火裸地 と 求生他に て 異 り 地誠物Hに 伏つて も

※しく相し、殊に祥林の存する場合は林様の影皆は"ふ迄もなく胡純、林相、

商等鳴係する所多団多校で之とに地形の映ﾡがり勝 して2iのイ無、逃さ ♦出後 

は遊だ復難なる もの、如く幼術地の林に常りては4すに 号はを •寨する所である。 

依つて實際問M と して必りな る二、三のmiに就 ・ 劇 iをfしたろ 矣果 と 此区 に 

記をせん と す。竹本uに於ては獅の比徴に低退を川 ひ.c み ろがい じaiic ぬc 

は沼の低い方郷がﾡ しいと見て女Wが無いとﾡはれる。

-(1)林 外 の ﾡ

氣温は地.I:高 さを増す程改 る のが普通である が、快晴の夜明には反耳に地而 

に接近す る利条退が滅 ヒ期 ち氣退の地軸現保 を』す る 事 とな る。此の現象 は特に 

ﾡ夜に於てﾡ#であるがﾡる大氣の場命は地面は空氣上 り もく旅熱し之にし 

てゐる空氣は#しく冷ﾡし方に仰ﾡされるに因るのであるが、北のルﾡする 

高さは地上 800m内卜と されてゐる。而 しﾡ に関係ある所調ﾡ/5と柄する地 ト. 

の被衛範歯は造に少く通数米である。4が5は簡所に依り著しく遮するは勿論 

であるが寒度と共に 卜外し、地上沿 -2.1°c で 4m であるに到し -5.8°cび:
(11)

6.5°c で被害がナラ、カバの行木の光端に及んだといふ.がある。

地上高5の相攻は松高の問題は冷氣の沈積、 動す る ルから】はだ亜大な意談 

を行する ものである。x許地の林総の保護作はな問題であ り 後述する所で 
(24)

あるが: Geiger 氏は概髙整と老林からの距離に就いセの關係式を研究し、Im の 

松高益が夜の温に及ナルﾡは老件から 100m の距離X に弟しく、ﾡ崎が夜の温 

座に及す影響は老林からの距離の迷の燃響よ り も 100もJ災な意機がある、 

と稱してゐる。土地の高低川ち棚高ﾡと地上止高益とは自 ら意義が異る•が結前時冷 

条が下方に 沈税ナ る 動か ら 商5所 と 低所 と 解 し共通の意味が あ る。

Hoffmann 氏は Kicfer の造林 地の:ぶ 害を謳旅し造林地の凹地と低所に心も被 
' (35)

審多 く 斜地 と 為所に は被害が無かった と 報 じてるる。何れに しても75さを増すに 

従ひ2の明 く なる事は常然で、野幌のﾡ場にかc4 月細日 の最低温を調布 した納

_24... 、

小1くでろ。

l nBサ地上:s別リiと価温 (eC)

J 日 2cm 30em 50em IO0em

17 4 23～24 • 4.2 - 4.5 3.9
17 4 2 〜 25 - l.7 -1.0 + 0.3 + 1.2
18 4 15～I6 - G.4 - ・.3 4.0 - 1.0
18 ? 1o～l7 - 7.3 - 4.3 一 4.5 一 1.4
18 4 17-I8 - s.4 一 2.3 - 2.s - 2.6
18 4 I8～19 - 0..t + 0.2 + 0.7 + O.S
18 4 22〜23 - 5.I -3.8 一 4.1
18 4 23～24 - S.6 - 7. 一 G.I 一 6.5
18 ? 24.25 -3.9 - 3.4 - 2.4 - 2.S
18 ? 25～26 -2.1 -4- 0.3 + 1.1 十 0.5
18 4 26〜27 - 1.6 一 3.0 - : ____二

〒 地 - 4.8 3.1 - 2.6 一 2.6

ボイには無ポべ『卜を催川した。地:2emnと 5Oemn の間に 2c以上のが出 

c り 改女に 見る如 く締»泣かの山的過がは松めてU がな も のがある。Gciger 
(24)

氏はM様吨バ阳ハ地表空K身C硏究を行ひ地表に近い程II中最高泄は高く、夜間 

(退価く教やが:人でRiInに 1.5m の出為藩は水屮的に 100kmにﾡナる 

氣候の 差異 あ ろ を 指摘 Lて ゐ る。

無旋事W計を他川する場地命は地物の世ﾡに近 く なるのであ るが、ﾡ物ﾡ殊にt 

葉樹の幼荷等は容苗の惻に 表面積が大 さ く 従って松•的面釈が大な る Giの年退よ 

り は 一ﾡ低いが:仙像せ られてゐる。

大にWAI174111 〜27 Hネ時W 一ﾡ所にかて訓布 したるﾡ果は第20炎の如

く でイfwinと無Minは逆のW係を示 してゐる,行Nはﾡ神時と同様地 卜の高5さ 

第20 初小上-75別りと価温 (cC)

団 2cm 30cm 50cm 100em 摘

打 日 二7 ニ -6.7 - 6.3 1日間

無 日 - 2.5 - 2.9 - 3.5 1 -3.3 1S日間

を増す税低温上:外し無谷旧にはメjに下所 してゐる。無新 1m にがて無温の 

上外が認め られるが、殊に日"地室氣府にかて地上 1m附近にﾡ山的沿度分布 

の不ﾡmiのあるFが:いCに確められ、 Giciger氏はSclkundiirenN{aximums と名 

稱 して居 り夜間に も類似の現象が起る と稱してゐるが(5,S59)、木調の共低温
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も亦之を裏書してゐるものと思はれる。

行M日には地上に接姫する秘沼雌が低く従つて"iの製さ も比例 し从れに及「次 

害の程度 も之に比例 してﾡ加す るものとおへ られるのであるが、ばれた1っ t 

は槪して地上 2cm よ りは 30emnic多く、 30emn 附を大と して上Fに理改して 

ろ る。此の現似にﾡ しては今後向精 今の夢が あ ろ ,
(5) (24)

地上の75 さに依り 親夜の數が異るルに對 しては 多くの "が; あ る ・こに 仕北ば 

場所によ り著しく巣るが:150cm5さ上 りは5emがsさのガwiの数が:少 ・ も:0:2 多 

いとVふ.である。

次に土壌の 温 氣が結司に封 して如な る 8響を 及すやルの修企 を 得ん が 爲切•W 

及び」-川に於て昭和18年のﾡが時二、三の實験を祭みた。 通の裸地の外物端な 

務所を選定 し、上川に於いては充分貯水せる水川 と火の力上、野幌に於ては# 

2m のゆ濡水の深の上とﾡ慶の水分を合みたる水際よ り ：；m ル敵のた没をむ仪と 

した。 のﾡ果を221炎に示す。 t川の別は同地益林治水M験所5川4大Iに 

依ろものである。

第 21表 水 谓 と 低温 (ec)

ﾡ所'月 日 裸 地 水 商 岸 2 摘 型

上 川

5 11～12
5 12～13
5 14〜15
5 15～I6

1.0
- 3.8
-5.0

十0.6
-1.0
一 2.7

3.0
-1.8
- 22

無 ﾡ

寄 1
平 均 - 4.7 1.5 - 0.9

野 拠

4 6～7
4 9～10
4 15～16
4 I6～17
4 17～18

- 8.1
一 2.0
-7.3
- 8.9
- G.I

- 7.7
-1.4
-7.2
-8.3
-6.3

- 5.3
一 1.3
一 6.2
- 8.0
- 6.3

ﾡ

無 ﾡ

i
平 均 - 6.5 -6.2 - 5.4

土壊水分の少い裸地価 も 低潮にて水面之に次ぎ、適度の水過を保持するバ逆は 
(4)

ﾡも高5温である。Staudncher氏は水上、沼海地券の箇所に於て調布を行ひ如似の 

ﾡ果を得てゐるがの設明を記造すれば、水面は溫度が平均されて海が和げられ 

る のが常で、之は大 き な水而に於て は寒夜に放熱の爲冷却 さ れたIい水のﾡmの 
・ (11)

部分が沈降 し暖い科い部分が上昇 して來る事に依る と。 そ Inlckelmflnn 氏は

・ -26-

ド •in な る n 川ひC Nloorlkxlell, Snldllxxlei及びaい Ixhmbolenがとに尉 
()

すとIにろ。(icierバも Nloorlxxlnはの生地の多くが地形上寒糸の
(SS)

"地なるの卜ならす I:t的iに も他めて不ﾡ合なるを指摘してる。Schwalle 

氏r ドoui と N.oriw.lnicitいてぷ!を行ひ Ntoor の方低濯でNが强 く、 日ﾡ 

6 忆 ・『1終1;が:10H もると してり、一般に水商よ り も地、 ﾡ炭地におて 

は崎i水の交が:いけられる公放熱がばで1のﾡ地であ り、連的返つた土・ 
(4) (t)

はる現条が無いとせられる。木側作の執県も之を情竹せしめるものがあい、土 

整に適の水の介を保せしめるはを著しく印げる囚となるである。 ﾡ拠地 

にUg しては今回調を映くが上途の設明に依れば しくの危依地であるﾡに於 

てー我して居り、池媒地は立地と しての特殊性も然るながらの生府樹団が 

カエルマツ、ハンノ ヤ、 カバ、ヤナヤ等の如く一般に耐性樹団であるは分布 

上からも興味ある小光でいる。

(2) 林線 の一

樹林の保遊作用は ド方び側方の二つに分けられてゐる。幼樹の上方に樹冠の

ナる場命は依川ﾡ4すが:めげられ樹ﾡのﾡﾡは低下せ夕神書かられる。メ樹紙 

内のi退和な空氣は外にﾡ響を及しに償護作川を書す事となる。樹林の保護 

の下iにWE盤な生災を避げてゐる内所は犬然にも少から夕受けられる所で、山大 

跡地、疎林地等の造林に當りては旣往の後住木は世mな住住となる?Jrごふ迄もな 

く 殊に山の滋害地に於ては之が成林の 發祥地と もなるのである。 Amnun氏はカ
(26)

バの保護作にﾡして調を な してゐるが、木道の山火跡地の造林に當 り 

ては特に前生カバ林を利川 して効県をﾡ ぐべさ 所少 く な、い。 メ Gicigerは 

Miinclen市;郷外 mnzing:のDAi(ijuicWlしTiclteの森林の側方保護に就いてﾡめ 
(2.:)

Cﾡ者なF例をiしてバリ 、 林終にい和少 く 階段的生長を する状態を 

明に Lu;t地の林卜ﾡ:像備布と して地跡の沿座測定の方述に及んで み 

る。木道の代求的xれ地と も 汗ふべき根室、ﾡ地力にも之に比すべさ好例が多 

数見受け られる所で、何れiを期して届るものであるがルナ朴分の保護作川 

に關し側布の結果を此處に祀述せんとす。

野幌1市1附近にイする船:50mti59m の ドイ ッ タ ッ ヒの袋道防"卜を到像と し 

M和1184ド:4小魔叫iiに就tい-C調在を行つた。同防等林は NE よ り SWの向に逃成
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せられSじ 側は数道によ り 調イ6不迫で ヽ\Y側ル像に 3 角の方向にムン低宏曦,H を は 

必した。共の桐左結果は第空表の如くである。

第22る 防 ① 才 林 終 Iと 低 温 (()

No. 日 林内 Om 3m 6m 9m 12m 15m I8m 摘 ﾡ

1 18～19 + 1.3+ 06-1.5一 2.1- 2.2- 2.7- 3.2- 3.4明

2 19～20 + 1.3+ 0.7 1.4- 18- 1.7- 1.9 2.1- 2.7 認

3 22～23 - 2.7- 3.5l- 5.7 G. 6.:

林内は林終より10mの簡所に、Omは林終木のﾡ正に設置した。 No.1は前イ 

よ り 翌朝にかけ平均 5.0m/sSSE の風があ り、No.2 は tOni/s KE の坦、No.3 

は 2.5mseSE の風があつた。從って該表は防風林の風 Fの効県となり指のみ 

に依つては制新し得ないか、製楽のﾡ川 No.3は樹のﾡﾡに圧い様mの簡 

所と戦白ﾡを見たる行様であ り、樹の必響と して本炎の指座の如 く #終 に 近 

い秘新が:別いへﾡ被衛の秘止も引主るのであらうが、 と もなれば林緣と如被宮 

は発れない ものと想像される所である。ス風 .とA下で災りMiのWは矢張り風 

上に於てﾡ烈である。 K,Rebel 氏は 15m のカ バ林で保護作川は 12m である と
(24)

ﾡし、 Gciger 氏亦之を認めてり、Wよ り概敷であるが保破作川を影響と解す 

ろ場合は自 ら巣 り、火獅衛地の優往雌林地のルﾡに微 して も林ﾡのル縮は商所に 

依 り著しく 異つてゐるのが見られ、林総の保建的館解を數的に定め る Fは 固制で 

ある様に思はれる。林様の%に釣してはﾡ力が著しくﾡ係しユ複維なる もの如 

く である。概しCﾡ獅の場合林終の影響が大きい様に見受け られる所で開業後 5 

月、6 月の晩ﾡは多くは弱いので、ﾡ果として現れる林終の所訓保護的作川は案 

外拠大されるだらうとﾡ像されるのである。

次に住宅他に造成された樹高 8mの ドイックツ ヒ樹列の影強を檢せる に第 23 表

山I/!の同Iにu父i|た, I1HIlSTRA;時クのイにである。 ド共にピば林ﾡげ少の 

小 戏 にて•*•屋に j£I の地響する所版! てiWである。*W時にﾡ立木の地響如

ha :n、樹ばラm o ドイッタウヒに恥いて訓せる軸県はi3よの如く 

でつ就術だiであ り、時々樹ばつたぱにる にﾡ述に等しい 

消度を"てろ。 tも伝立木とﾡ出師、出 にいにる事論である。保 

証ﾡ」と してつmL木にぬいては従米調研九が少いが:ﾡして効県が少いとW書され
(5)

Cろ。

イペ 「R立ボ林様価温 (C)

No 川 日 Om Imn 2m 3m ﾡ ___ 要

1 ? 25～26 - o7 -ュ - 2.5 - 2.5 描
4 26～27 - 1. 2.8 - 2.8 - 2.8 明 電

3 5 ～ 2 + 0.7 1.8 - 1.8 - 1.7

以上は林報に及す樹休の影に就いて述べたのであるが、側方保は特外少

に定せられ る所で例今後オ他一| 在に依り 之を明にする必要があ り、*樹冠下 

にかては殆ど企なをめfるが:方機ﾡとﾡﾡりにﾡに失する時は生を 

叫するになるので極を興』べき小叫定の出ﾡ諾度に開し8布研の必場 

が:ある。向林緣の保護的作川に關 しては次項孔状地の省の記逢に於てもﾡれるF 
となる。

(3) 林 内の霜

全に さ t た内に 於 ては fi4すが Mげらる DAitが旭! らないのであるが 

風害、納!"に伏り的ルが:破れて米ると*の危除性がば5式 り林ポ上間題と さ 

れcみる 4iL を形す るfとなる。licke 孔地 と 納すべ き大小の疎開地は林内 

判る所にイ作するので、 林、東新上からも孔ル地の氣ﾡﾡ件の特性を知でする 

小は極めて肝要であるとみへ人工的に之を作り冽任を進めて來た所で、共の御在 

の一端と してﾡ*にW して此竭に祀述する事とす。
(1)

St:tuidlacher氏 は谷攻は 出地が地形.上のﾡの第源i地で あ る Fか らる 崎i所iに 生 

する知 を Nfuldenfroetと 冊し、 Ntuldu を形成す る誘因 と して林業上か ら上記Eの 

如さ Gicliinleの外に樹ﾡに償る場合を呼げてみる。Jち林分の孔或は林冠の沈下 、 

部に於て川の危險性が尚め られるFか、ら特に之を Ki•oneninuhlenfnist とﾡしてゐ
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るが、前したる林内孔状地のﾡもVかが: 結沈Ml ろ ルカ•ら(川:田ルハ が 

或は凹地の川と共の生成の卷程は同一でわる。

#内孔映地はル圏の樹高が別4となる"から野幌以行にぬて機/Omの卜、* 

マ ッ不地本内に、樹爲の二分の一 10m 4 便の孔、樹高と同心: L及びﾡ

商高5の 2 侪 40m直毎の孔を作 り ﾡを行つた。M和18年に於ける晩い及び初1ﾡサの 

月別不均ﾡ低過は第25炎の如くである,

第25 月別不均最紙沼 (ec)

月 別「材外大孔中 孔 小 孔 林 内

地上-!・うmT'iがT

4 月 — 0.5 — 0.8 0.6 0.6 0.6
5 月 5.5 5.5 5.4 5.4 5.7
10 月 6.0 5.6 5.9 5.9 6.3
11 月 1.4 1.4 - 1.3 1.2 1.1

概 して中北と小孔はど花が無 く 大北は少 し く 題が:あ り低過を示 してゐる。

に 4 月、10月の行ﾡ日の不均紙ﾡは第26炎の如 くである。

地上I.5m百葉術

526 ﾡ 日 U 低 ﾡ (°C)

月 別 林 外 大 孔 中 1 小 孔 林 内

4 月 — 2.2 2.7 — 2.0 2.1 -- 2.1
10 月 0.8 0.4 0.9 1.0 1.2

概して中孔と小孔に迷少く 大孔は#し く 低溫で親日 に は我のに一府期著に現れ 

林外上 り も遙に低沮である。
(26)

AInamn 氏は樹d5llm のカバ林内10m 世御の孔状地にかて調を行ひ、孔の 

放熱は狭いも地miに接 した空氣ﾡに叫 られ 1m のt5 さ では孔の影響がCに消尖 

してゐるので、此の高さでは植物に対する郷褥の危險性も少い小を期:味してゐる 

と和して層 り 興味の あ るuで あるが、昭和 16 年以降嚴尚に 就い て数回測 した納 

果地上 30em の結霖の程度は、大孔は林外と殆ど同程度であ り、屮孔は極めて湖川 

で時には新無く植物に釣しては無ﾡの税座であ り、小孔は一回もを見るに至ら 

なかつた。第20に於ても地上 1.5m に於ては小、小は陽孔の性質を認. め難 きも

人礼は 伝らh。 は孔の 大さiに ( ろ Fで機5 と 同一 I行の孔の大 さ では 米1孔 

のEitが:J/ 卜つてfら るのである。 孔内の空式は外tのJれ と 交小が 

くLllの旧Wな内が執に地響さるので、ﾡ令冷試が外部からt降Lてポて 

も お の小な る間は叫 囲の林内空氣 に 混和されるが、孔の 大さが政る関を越える 

とie叫されるが帽となり、所請i孔の作川が:現れる事となる。前違したる調 

• 拈期に 仏ばWII出高5とW一直I何の孔では代的作川が駅裕であるに到 し、掛 

(の:Iの行のi孔ではCに制然と1i孔作川が超つてゐる。 Dunckelnutun良は

Lの年 D とMI分崎 II との北 DHI を以c現し、時M!松卜で調を行ひ

ど定でな保護を明"し代る叫形孔は比1.25 でb り、株W制のRWを 1.5 と 

してルり、2.。 の所では •加の危險を低めると行ふよ りは事ろれめる傾向があると 

延述 してゐる,xJ北のiWに伏/ば崎の#分が全な時期を保た寸昧開してが

る場合1は砂地の如さW氏の1計、Frostloxlen等に於てはﾡﾡ訓のﾡ位が価 

くなつて行くである。商jしlにiのは主と して不地の場合に迫川しるFでN 
斜地にぬてはか氣がド方にi動するので全く典るである。 本述のﾡﾡ、aﾡ地 

方の例に見て も 傾斜地に於ては孔、陣林地とﾡ耐衛の簡所は殆ど見出すに至らな 

かつた。じもWの林分が下木、#でを行せ削係もあるrである。

次にぶ孔の場介、孔内に引が如何に分布されるかに就いて 2 倒直何の孔に於て 

調 したる締県を記ナ る に、中央の一定範困が般 も滋にに て#報に近づ く 秘9 ま 
つてみる のが収せ られ、I和18年4月 9 日川のﾡ; 日 に 中心 よ り西の林終に 価※ 

Kdlを地上.に設置して関の給果227炎の如くである。#終よ り 2m附近及び孔 

の心20mの崎i所には面葉mが設置してあるのでの湖響が制然現れて附近はﾡ 

度が外つてゐる。表りじ回は林外温度の方高く雷孔作用の現出せざる場合が起つ 

てゐるので、 納4iﾡには必・ナ細Lになるとは断替川米ない状である。代終から 

心に 向つて次第に温座が価下 して ゐるが、の途にぬて林外地 止沿 と 等 しい所 

ﾡは朴終の影響とめ、Jれ以下は細孔作川の回内と見隊せばの作川範画は自 

ら明瞭となるであらう。仙々の場合に就いてれば大小不同であるが不均位に依. 

れば林終 9mに於て林外温と向一である。ﾡ孔作川の越つてゐる場合のみに

就いて平均を取れば林絲 7m附近が林外ﾡにも近くなるので、ﾡ孔作川は大ﾡ 

孔内心部に於て御13mのmHとなる。又百葉用の溫度 をJ L技すると地」•.L5m

-30- 一、3!-



に於て も得北 作用の起つてゐる ルカ: 沈められる。 LP4;のグイiは出によつC * 
少災る様で、M利16年11月26〜27日のMは夜10Bより 1時並パ』) ツimハのihi出 

に依り 孔の北側は結痂少 く 前市側は れに止 L 多い 木が觀察の られたが: ・ 孔の.北催 

は市風の入する1空氣が拠ルせられか茶が和される』に口る ものとuはる 

結無時には南東限が多いので孔內の弼孔体は例東側に(Hする事となる。

w272 孔内価消ハイ (ec)

'iFsIret のつi"にるものでvの無い4にするとﾡく之を馴出! て仲影す 

ろとなる。
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熱及び定式の動をめけ内 

tiに｛a作川をJすが: けは
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1.2- 2.7- 2.5
0.5- 1.1 - 0.8
1.8- 3.4- 3.2
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心

バの作川力:ルVッ1よ ・"にAする もので内部に保護作川を仃するが一步出れば 

人: の丧而は反対 に 却の發生地で危険作川ヒ出する. 之の叫係を削にせんがGW

和184:」j;llic野幌にかてQイI た料県を効2ゃだに示す。

第が衣 1r:地内外のI型 (°e)
- 1.1 - 2.6- 2.6- 4.0- 4.9- 5.8- 5.8 - 5.6- 5.5- 1.6I , '

- 4.9- 1.3
日 征E 上 | 芥 下|裸 地 上 部 課 地 下 部

以上孔狀地の結城狀態か ら "び林終の保護的作用 を 考へる に距離的に て大げ 

放地の林後はの作川がﾡめられ、林内ﾡ間地"にぬてはJるﾡ内ではの作 

川が著 しく 物火 される傾向が見え る。

(4)笹地の ﾡ

木道の山野には到る所ﾡが:生し上木を蹴開すればﾡの繁茂が盤とな り 山新 

の用害せられる小が多い。従つてス術地の未立木地、I大B地等 I:木が く確が 

繁茂 してゐる箇所の更新、造林等には地指の方途を講じて今の保護作川を利用す 

べき場合がめ くない, 依つて笹地の結描狀態 を 関 したる結 果を 此處に出述す る 

Fとす。

炎面積が:大であればﾡﾡ面iも大とな り熱の放放が多 くなるので温雌が降下し場 

く、從って結器が多く なるが雜弟の集茂してゐる所が裸地に•比 し消の低下ナる

. の も 此の理山にﾡ くも ので、細草の先端が高 の發祥地 となる rか ら Staudlacler 
だは特に之を Grsfrot と稱 してゐる。cfc遊べたる如く木道に於ては特に征納 

と稱すべきであらうが、ﾡi地に於C幼木がの商5さﾡは易々 と災するがれ 

以上に頭/を現ナFが:!米す、ﾡ形を品してみる例を多く目撃す るが、之等は
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均 - 5.6 - 1.2 5.1 6.

旅の高さ にして、彼上は貝: の直上に於て測定せる もの、彼下は笹内地上.

に於c心る もの裸地 Iに部はJ地:50emにして征上に相し地上5Wj一iに して 

作の行無による述処をﾡせる もの、禅地下部は地..にかて測定せるものに して位 

出は征下の場合とl一とす。従には地」にだ5l一なる禅地にし0.5°c 価退であり 

旅下は駡無 くﾡ上にに比 しl.°c、 A地地上に此: し 2.°c高温である。

にI和184:4 月*日にﾡ幌にぬてエ ゾュ ッ リハの影神を検 ( た納県は納20共 

に示す如くである。

エゾュヅ リハは高 さ Ioemic して冬季客里の爲葉は着生點 よ り 下ﾡし催に比 し 

地 ト•を遮蔽する小少い爲 D』iにﾡ似するもので、下への保護がルく上下低油 

のは 0ザ (•忙過ぎない, 間jし葉の形itか、ら従iに北しﾡ9すがIに依で神地40cm
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商5のれに比し 0.7°e低混である。

229 ェゾュッリハ L-Fの最価退 (ec)

日 草 上 下 み地上託 ﾡ 塩 F 油

15～16 4.0 3.6 5.6
I6～17 — 4.3 - 4.4 4.0 6.2
17～18 4.4 - 4.2 - 3.9 5.7
18～19 1.1 1.2 -1.0 3.1
22～23 5.3 - 4.8 - 4.0 5.9
23～24 一 4.7 4.5 4.2 6.3
24～25 一 3.7 -3.1 2.1 1.!

2.025～26 - 1.4 一 1.0 0.1 —

キ x 一 3.6 - 3.3 - 2.9 ・

次にM和18年秋手初』に就さ.」.川林流水び砲所に於て征地のﾡ肌況を別 

した。本調布は同試験所/6Hダ氏に依るものである。崎所は 上木の無い征地で 

笹の高さ 1.3m. 筋刈地ﾡ1.0m、-大孔は彼/5の2許u【毎の孔、中礼は征為 と 

何一直極の孔、小孔は征5の二分の一u柄の礼と Lて前座 したるﾡの北映地と 

同校とし、比核のﾡげたる裸止部は雀が5と同一上 1.mに於けるもの及び 

裸地下部は地上に於ける測定である。 のﾡ県を第30変に示す。

第30 征:地内外低迫 ("c)

月 日 征 上 ﾡ 下 筋 刈 大 孔 中 孔 小 孔 地上 1 ﾡ地 ド

10 6～ 7 - a + 0.8 - 1.4 - 3.。 - 0.7 - 0.3 - 1.0 - 4.7
10 7～ 8 - i.8 十 1.0 - 1.5,- 2.5 - 0.8 - 0.1] 一 1.0 一 5.0
10 8～ 9 - 1.8 + 0.9 -1.3-4.4- 0.3 十 0.5 - 1.0 - 4.8
10 13～14 -1.7 + 0.5 - 1.5-2.3- 0.7 0.0 - 1.4 - 4.5
10 20-21 一 4.8 1.5- 3.2 - 4.2 - 3.0 一 2.1 一 3.7 一 5.5
10 21-22 - 5.7 - 1.5 - 4.。 - 4.8 - 3.3 - 2.7 - 4.1 - 6.7
10 30～31 - 8.4 - 1.9- 4.2 一 5.4 一 3.4 一 2.9 - 1.2 -7.0
10 31- 1 --7.5 - 3.5, - 5.0-- 7.2 - 5.2 - 5.0 一 5.5 - 9.2
11 2— 3 - 6.5 一 1.7 - 4.0 一 5.8 一 3.7 一 3.3 - 1.0 -7.7

平 均 - 2 - 0.8 - 2.9 -44 - 2.3 - 1.8- 2.9 - c.1

筋刈、孔状部は何れ も共の 中心に於て 地上の測定であ る ・が5爲第28炎に 

比し顯著な差異が現れて ゐる。笹上は笹の無い同髙の裸地上に比し 1.5°e 低消で 

笹置の影響が明瞭に出てゐる。ﾡ下と裸地にて賞に5.3°e の差があ り、笹の保護 

作用が利然と してゐる。又裸地 1.3mの 止:下の逃は3.2°cに及んでみる。ﾡ/5の2 

倍直Iﾡの火孔では樹林の場合の如くﾡ孔現ﾡは認められ夕禅地よ り もイJ91.7°e

「Lの地合»も地上:に白I省iが、双u、小孔は白叫が現れるに至らナ 

/ り も典い1.omのhiflの筋刈地はﾡ »てゐる公1高1.3m と向一u 
のL上 り もr均J0か" 低退で -0°cJx下に於て地上に白を処てる。ﾡ 

Lて礼戦地納iﾡは出の場命にﾡ収してルり、Mき統高のや分以下の孔が 

な全で1i地の必になり地の り法をサ激すペサ 小田ふ迄 も ない。商し従高の 

1分の小孔とﾡﾡiの場合にはU警な白Miは無いが地 卜旅葉○軸那終が現 

tろので絶ﾡな令とはひ問い. tの;M現ﾡは1地のに於てすら銀楽されて 

ゐるのである。

祈ﾡの怖死ﾡは -.0°c〜-.°e とされてゐるので人ninnn氏の如くﾡりに

1 .o°r とすれば第:10 我に於て、課地で -9.0°eiに地する時でも笹下では保護を 

父け、神地で-80°Cに述する叫でも小孔では保護を受けるが孔では危除性の 

あるが必せられるのである。而し之等の事は彼の大小、疎密に依って2しく 

ﾡのあるで一性にMナるFは川米ない松であり、第y2Sの如くﾡ小なる地 

では保護力か浮し く 低下 してゐる小が知れる。面しながらﾡの行無は別と して 

方がﾡは北てろる場合はﾡ4が無いので製令氣退が降下しても樹葉の退雌は高 

く此の鮎極地と位为の現软をKする。

VIL. 結 霜 の 豫 知

時木道に於て も鳴eM時の新のが行はれてゐるが、本道全般に通する如き 

概括的な Rはﾡの天本校様載は前述 したる如く 夕刻の 半壓配皎殊に曲氣歴の 

位ttiに伏つて前々拡楽するが川川ボるが、之は爪にの行無に閲するﾡ楽のﾡ庭 

で霜の 樹 さに至って は NIにn細調 すナる 事が必要で ある。殊 にﾡの布無、ﾡ さ は 

地場所に 依 り#し く A る の で北の地勝のﾡ衛況 を 喚知す る に は 情所便 に若干の統 

計値が必要で ある ・ ー般に iの強 さ を ﾡ知す る に川のﾡ低氣温 を 資楽ナ る 方法 

がも多く行はれてろる。アメリカ、獨逸、ンビェー ト諸園に於てはげに種々の 

數式或は岡表があ り、木邦に於て も二、三讃みたものがあるが何れも一定範國の 

誤差は免れない樣である,と等の方法ので誤ﾡが少 く 節灯な方法に就いて野幌 

の例に到 し下試みた結果 を 此機 に記述 ナ る rと す。

A,Nigstrdm氏は tl をﾡ球計の指変、Iに を敷と し tmin = t, 一kなる
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、 式を作つたっ k は尖、場所、 0、月別、時"によ りる数｛で、代つC何 

時、何でも幽用 し得ないﾡに才式の不側映監が:あると されるがﾡ耶的な礎に 

立つ賞験式である. 本式の資材にﾡいての製源刻はﾡ間題いH正随であると り 

へられるが、&しも然らナ午後2時頃1の氣似座時がよいとしてみる。野幌にぬけ 

る区10ヶ4川 5 月の272i回 iにﾡいて百姫mのSdを礎にWI川!した純川、 99 

第の kに の紙及び各實驗犬の確率誤* は第町來の如く である. 4人々 ぷガのN分 

脱態は御92の如 くである。

第 31 表

ﾡ測時刻

i4 6.355
20 3.592 1.07
21 3.148 0.97
22 2.644 1.00

第 "2そ

ﾡ測 時 刻 0.0～1.0 1.1～2.0 2.1～3.0 3.1～.。 °c

14 1イ 6 3 ?
20 13 9 2 3
21 16 6 ? 1
22 13 8 5 !

以上の精果よ り21時の殺測資料がとも映どが少様である。休つて野幌に於け 

る午後9時の過球指度に依るル低温推のﾡ略式は tmin =t-3.1.48 となL 

る。普通曲圃では百葉箱を使用 し低巡W計を設置 してゐるので共: 候利川 しる 

が、地衣上の鈑測資料を保用すればればは火 と な る様であ る が川の強弓弓 を推定す 

るには寧ろ好•郡合と思はれる。而 し一般に氣温が低くなる和ﾡいﾡが現れる様に 

思はれ易いか、(述の如くの傾向はあるに して も共: の時々 の氣象狀態殊に空中 

退氣"係深 く 簡Wにﾡ却する事は岡難のﾡである。

參考迄に無需 日 の場合に就い てI和16年 5 月 ic於け る21時のと低温定征職式 

を算した#果tmin= t, -1.088 とな り kにの仙はﾡ日に比し著しく小となる。
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VIII.結 論

以 .寸と !てぷ9すTHviに討I 求上係ある従的部miに削し花の一ﾡを 

生べたのであるが:【川になぷなる主必肪をJに公約す

・ 1) 北海血地 けにぬては 地誠にﾡ山と山oRWを4氣退曲線の城高当 

の H をJcし、冬引と*お及び初出か“ 原.： は ミ ・ 年無退曲線を o°e: 噸 k候 

り 切ﾡ したﾡの H をcするがﾡりとﾡはれる。

( ) 北海地がにぬては北の大市はﾡ制型のwにﾡしﾡ風のﾡ米に伏る不迷 

"の1iはオホーツク海の一部にぜない。

(:) M物細胞7のW口町期に削し優の設を台合するに、製間の場 

は#2inにかてCEiにEを米 し開1iの場合には融解のに開係 L銀 く 融解する時 

にを米すものと解せらる。

(4) 納叫iのﾡ制と氣像米の叫係は統a計的に氣過、関係温度及び風力に対 し 

とも1#にJ化1iの独 く なるに從ひ氣濯低 く、関係過は高く ﾡはナる傾向 

がある。

( 5) 本道にかけ る唾外演生時の扰気岷中心位世は バ時頃朝好南端方面にあ り 

c逆するのがt通で、初由時に は 木道附近海洋上に 最 も s く不動性である。

(6) 土に適の水分を保持せしめる場合はﾡを明めるになるのでM地士 

壊にナJ し涼水披置を 施 Lu く は靴ﾡの4喚防に も至便であ» 一戦岡間である。

(7) 很 紙地、凹地"は地形的1し地となるので途林上に耐衛性の樹ﾡを選定 

する必還あるよ.造もない。 、 .

(8) 不』なる内孔WFWに於ける孔の証何はルII卜分高とI一なれば 

害の懸念無く、 分高5のツ倍証ﾡの孔となuは小・共に1孔作川現れ、ﾡ衛叫の 

限界直徑は林分高の 1.5 と見られて ゐる。

(9) 林絲の保護作川 と して大開放地の林緣は保識神圍挾 く #内環開地等の# 

絲は比較的廣汎である。

(10) 征の薬Miはﾡの我源地とな り 所謂征親が形成せられ a のが常であ,。霸 

卸也の地播は羸刈が：校も適し他の高さの半分以下直徑の小なる程危險度が少く、 

ﾡが征の5 さ ic述 した頃れを避ける 為林地の彼を全部刈拂ふ手段を取れば
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价の最危険帶は地 上朽木の足下に移る’mこな り1iの他改が:改淡少ナるとな る 

ﾡ刈ﾡ ひたる 笹類 を 林地に 放作せしめるは"を誘ﾡする ので除 するカーiに 

散監積する必必があろ。

(11) 上本はﾡ射を当り樹集の混度を保持するので年々の1け激に地"にかて 

は残イ 4 上木を保護樹と して利川する外盗無く、上木を妹く所は同ななるカバの 

前材が:好地で2地のﾡ郎と しては生く日回復力町座に Lてにi/を取す 

るカラマッ が地常 とﾡはれる。

(12) 画地床面の需書防除に常 り※しく 製iの最ﾡ旅を以て被叫するf止にて 

は防除し得ないあ り、之は縮射とﾡ氣の沈入に依ろのでW刷を全に被山する 

必要がある。此の際被拠物はﾡ継の如さ放熱しﾡいものを川よ.るが肝F処である。

(1の ﾡのﾡ知は前日ク刻の氣ﾡの彫置を知るに伏りﾡ々可能である。なiの 

張さはt min =t一k式に上り と低沼を知れにの概許は楽せ られるTとなる。
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諸 言

北派道木めは:北#約1小よ り15座小にIり、・小央共高5地は海拡2.000m ﾡに述 

LH" Miなをﾡら し無腹兩海流 の 交錯地點 に 當 る 事か ら ぬb 内 各地の氣 岐も 自 ら ﾡ 

継となるFば然にして、iM物よ りする も一都は溫帝林、一部は安帶林に 

必 し森林施業技術の. I: にも反映す る所負からす大なる ものあり。従ひて地の特 

に統地«の本候の大勢を知恐する必ばか ら、別圖の如く 道内に約50ti所の簡 劈 

氣像側測所を設 し一般氣象の親測を‘實施して來た所である,前述の如く 木道は 

位書t、環境のﾡから量#3題と低ﾡ座殊にﾡﾡﾡとはﾡ却外に硫接な関係ある 

もの、如く、伏つて之"のﾡ計価を共礎に道内条地方の納衛派態特に細射衛に就 

いて劇べの超勢をtiに して施業上令若の資に供せん とする のが木稿の同的であ 

る。而 しなが ら結ぶに は共の地點の環境の様和が即か らず影響するので選ばれた 

僅々數箇所を以て共ゐ地方を代表せ しめる小は固 よ り 田難で、 はの大勢を製

_41-



k 知せんとするに外ならないのである。

木ﾡに引I川 したるﾡ所は下女の如くである。

開 我 を株 家象國 所 ( 函 ﾡゅ度ﾡ度

沼 川 北ぬ谷ム内町J大記間付-上いe/
中領別 北見図核ﾡ郡中ﾡ別村

校 幸 北見図核宰郡校締村

交不志内 天田図中川郡中川村字交不志内

上ﾡ内 北処図核別邪武村字上幌内

名 絡 天興園上川郡名寄町

下ﾡ別 北見認別叩下初別

ﾡ加内 石狩図雨ﾡ叩ﾡ加内村

ﾡ 狩 天ﾡ図上川郡和撃村字ﾡ狩

上 川 石狩図上川叩上川村日東

契 続 北見図綱走郡災ﾡ町

ﾡ 既 石狩國上川郡當麻村

札 ﾡ 北見図砕星郡小消水村札ﾡ

ﾡ雲供 石狩図上川叩上川村ﾡﾡ供

中毎 根ﾡ図ﾡ郡中ﾡ叩二四晩

磐ノ深 石狩図ﾡ戸邪雨間村

上置戸 北見図常回郡置片村字上置片

阿 変 ﾡ路図阿座叩飽別村子阿変胡

上足寄 ﾡ路図足寄叩足術村上足ﾡ

畑 足 十勝図川上邪屈足村字べ ンケニコロベッ

落合 石狩図空知邪ﾡ富野村字藩合

野 幌 石将國札快郡江別町字野幌

上浦桃 十勝図十勝郡幌村字上ﾡ

厚 岸 例陽國厚岸期骅町

池 田 十勝図中川郡池田村

倶知安 腑歩図虻田郡供知安町

千呂ﾡ 日询國沙湖®幌去村字千目錦

厚 仮 ﾡ祭図勇機郡呼但村字上幌内

ﾡ 別 [関振國幌別㈱別村

上札内 十勝図河西邪大正村字上札内 

後志図ﾡ幌邪利別村字花石花石

木問内 ! 渡島図山W呼神部付字木川内

七飯 .渡島國前田郡七位村

寅 深 渡為國四田郡錢砲部村字岡澤

胴 島 渡島図松前邪稲』村

U
西 U
商 施

話WムL在所 

認民み校 

地方費林面団

' 西 Uロ 
路諾HいU在所

森林治水試験所

商 団 

地ガ費林西団 

西 団

後総順負駐在所

商 U
地ガ費林西町

換常M員驻在所 

独常驻在所 

ﾡW員嘘在所 

搬KﾡU在所

出張所 
地方費林歯団 

商 町 
整営K口駐在所

' 図 民.ﾡ 校

ﾡW公駐在所 

ﾡﾡ口U在所
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各地の純谷派元

Nifi71JuPPMifliの10商i4にする崎所のみを通定LNJ川Ilに熱ざ;した 
試;退Wに#計! t代BN:I!上 ・ 7逆の者いを晩れとし、S月

・り1l!達つaをイとして犬々ﾡ1人及び第2* (明よ折込にﾡる) に共示 

I に。ir」りWにぶものは執れin数としては2日とすべさであるかJ場に 

らCはコi回致なと ・ て1mと した (以x下hj)。

IL 結雷の初終期 日

地の終1及び#Miの小J!n1及び止の川を無1期間と Lてぬ示! たものが、 

yであろ。

: 地コ»ノ 初終期日

所 a 3 Ti 無
月 日 輒 [A 月 日 I 日

8

218

27
23
15
20
178

2

27
I6
30U

226

14
16
21
16
227

157

19
156
 

6
5
 6
5
 5
 
5
5
5
 6
6
 
5
5
5
5
5
 
5
5
5
5
5
 
5
5
5
5
5
 
5
5
 

川
内
内
费
内
麻
冰
期
戶
寒
寄
足
合
桃

桃

出
田
安
岡

風

内
石
内
飯
部
澤
鳥 

志 

べ 

平
協
/

JII
標

ノ

位

足
 

浦 

知
出

札

間 

沼
な
上
ti
怛
お
中
野
上
同
上
,,
II
落
好
上

从
池
供
千
,,z

上
花
木
七
札
喪
福

(5.11〜7.12)
(1.28〜6.20)
(5.21～6.29) 
(5.11～6.19) 
(5.3 ～6.20)
(1.27-6.12)
(5.9 ～G.30) 
(5.6 ～6.12) 
(5.23～6.21) 
(5.9 ～7.I )
(5.6 ～G.20)
(5.3 ～6.11) 
(1.21～7.13) 
(1.27～5.19) 
(5.3 ～6.1イ)
(.7 ～6.13)
(5.3 ～5.31)
(5.3 ～6.13)
(5.I ～7.13)
(5.I ～6.15
(5.7 ～6.I4)
(4.28～G.12)
(1.29～6.t5)
(1.21～5.25)
(4.10～6.20
(5.4 -5.30) 
(4.17～5.25)

5
 7
 
5

>c)8

s

l

29
—7
 7
4
 
3
5
5
3
7
 
4
5
6
4
6

(9.10～1O.11) 
(9.22～10.25) 
(9.16～10.16) 
(9.17～10.26) 
(9.21～I0.26) 
(9.20～10.26) 
(9.12～10. 6) 
(9.22～10.25) 
(9.I6～IO.I6) 
(9.16～IO.13)
(S.26～10.!4) 
(9.16～10.15) 
(9.1I～10.IO) 
(9.18～10.24) 
(9.I6～IO.I7)
(9.30～11.10 
(9.16～10.IS 
(9.22～10.25 
(9.20～10.24 
(9.22～10.24

(9.20～10.16) 
(9.15～10.16) 
(9.15～10.I6) 
(10.2～10.23) 
(9.16～10.27)
(9.30～10.21) 
(10.9～11.20

8
4
3
3
 7
 
3
O
3
S
S
S
S
S
S
3
 
3
3
8
8
3
 
S
2
 8
2
3
 
3
 

—

-43-



IIL. 結ﾡの回数

4月上 り11月ﾡ1年川の月イ均精新回I致をど示したものか: Iそであろ。I 

崎年の均仙とす。

第4 地細 ; z

簡所名 月 IV I y VI VII VIII パ

沼 川 1.2 2.3 0.7 0.2 1. 5.7 3.4
交不志内 4.9 3.3 0.5 0.2 4.1 1.9
お幌り 0.7 2.7 1.1 0.9 1.9 2.1

2.9 3.4 0.7 0.6 6.3 6.1

製加四 2.7 3.1 0.5 0.3 4.? 4.7
1.2 2.9 0.1 0.3 5.1 3.5
3.9 1.7 0.1 0.3 6.3 9.8革 ﾡ 津 3.7 6.0 1.7 0.6 10.7 13.4

一 ノノ 3.0 2.2 0.1 0.1 2.1
上置局 3.2 3.6 1.2 0.8 1ぶ:2 11.7

6.8 4.7 0.6 0.1 1.0 14.0上足額 16.4 4.8 0.5 0.9 13.7 18.9
3.4 2.5 0.4 0.4 7.8 9.3
2.1 2.8 0.8 0.1 1.3 8.1 3.0生 5.2 4.1 0.6 0.5 12.0

3.8
16.9

2.1 1.0 0.2 0.1 9.1
6.3 0.3 10.0 17.8

ﾡ知ﾡ 7.4 0.1 6.4 7.1
千日み 3.4 0.2 7.6 5.0

5.0 0.4 7.1 8.4
上 札 四 3.6 2.4 0.4 9.9 11.5

7.4 4.1 0.2 7.3 6.9名 間 内 7.5 2.7 0.7 6.7 7.7
8.1 1.4 ・ — 4.6 7.4
4.9 2.9 - 0.1 5.7 5.7

IV. 位置と結ﾡ

前連の如く不道は#雌に於て も 約5 の所 りがあり、沿岸 と 内施地 とは派 

拔忆も相當の差違がある。又同じく 海岸地方として も、"木海、太平洋、オホー 

ック海岸では氣候状態が異 り 内P地方に至 りてはに特後を行するので、之"位 

置の關係が高 現象に如何程の影響 を 齎 してゐるかを木道のﾡ例に依つて像討して 

見やう と思ふのである。

(1) ﾡ度と結ﾡ

本邦のﾡ例に徴して %7行上 り 北にるに従ひ一般にﾡ現か導1wになつて來る

画 回

20.0. 19.1 20.0- 19.1

19.0-18.1 19.0～ 18.1 -一 * 一

18.0～!7.! 18.0～l7.I == * *

17.0～16.1 17.0—16.1 **-

16.0～15.1 16.0-15.1

15.0～14.1 15.0～1.1 - 1-・- -

11.0～!3.1 1.0～13.1

13.0～12.1 13.0-12.1

12.0～11.1 12.0～ 11.1
11.0～1O.1 11.0-10.1 ・--2

10.0- 9.1 10.0- 9.1 3- 1-!

9.0- 8.1 . 9.0～ • 8.1/ 1!!-2

8.0～ 7.1 8.0- 7.1 522! 3

7.0- 6.1 7.0- 6.1 8 3 2 3 4

6.0～ 5.1 6.0～ 5.1 S2Iッ3

5.0～ 4.1 5.0～ .1 II 10 5 8 41 1
1.0～ 3.1 4.0- 3.1 13479 6
3.0- 2.1 3.0- 2.1 16 12 11 15 1
2.0- 1.1 2.0～ 1.1 14 20 17 21 19

(-) 1.0～ 0.1 (一) 1.0- 0.1 16 25 12 31
!_!_ - -

(+) 0.0- 0.9

-

+) 0.0- 0.9 5 9 16 20 11
1.0～ 1.9 1.0- 1.9 1 4255

2.0— 2.9 2.0～ 2.9 - 14I2
3.0— 3.9 3.0- 3.9 -1--1
4.0- 4.9 4.0- 4.9 1 - - 1-
5.0～ 5.9 5.0～ 5.9 --- 1-
6.0- 6.9 6.0～ 6.9 - - 1 - 1

7.0〜 7.9 7.0- 7.9
8.0～ 8.9 8.0- 8.9 ；
9.0～ 9.9 9.0～ 9.9 - _ _ _ _

10.0-10.9 10.0—10.9 I • ・_____ ) __ _
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第 1 衣• -地「知 時 のつ て 低 型

室__ 画 /川客 王可S寄那®»札叫アオザ制度

20.0～19.』
19.0～18.1
18.0～17.1
17.0～16.1
16.0～15.1
15.0～14.1
14.0～13.1
13.0～12.1
12.0～11.1
11.0～10.1
10.0～ 9.1
9.0～ 8.1
8.0～ 7.1
7.0～ 6.1
6.0～ 5.1
5.0～ 4.1
4.0～ 3.1
3.0～ 2.1
2.0～ 1.1
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地初 4『歩 の と 低退記記イ

氣 温
上面 
戸

回足高合 野製パ7地田 H 
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7E石
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!初ﾡ時の低ﾡ (記 イ

-

1
5
7

・I4
10
10
11
15

ぱ

/ 33

-
• 一

-

3

!
8

22
14

7

・ー

-

一

3

1
3
4
3
8
16 
t4
21
22
21

•

1
1 • -

8
9
12

12
12
13
16

:

1

2
1
8
4

! 2

1:

15
16
21

21
32
37
39
46
43

I 1 -
•

1
1
7

10
18
14
15
20

・
1
5
3

•1

1
2
1
6 
?
6
1
27
27
29

・ •

1 -

1
1

5
10
15
15

2

1
3
6
10
13
19
23
18
28

■

4

12
19
21
22
23

•

3
:;

-

--

2
3
I

6
13
II

■' 3
13
18
22

*

13 
1 
11 
Ie 
17

4
2
2

1 2
2

11
12
12
25
25
18
31

2 23
ill 18 5 12 5' 13 17 7 24 17 IG 旧 12

1o 1 27 4 20 6 11 2 3 12 3 15 16 *
• 1 5 14 1 12 3 一 • り - 8 3 4 13 7
3 1 9 1 3 こ 2 1 1 8 13
3 - 3 I 1 - 1 .. 2 と 3 7 13 —

. 一 - ・ • 一 一 1 - 1 1 4 51
4 ・ 1 1

-2

• 1 ・ 1 1 - 1 1 - 1

扱
- 1 ・ 一

136(+)5(+)59(+)22 +7』 (+)50

157
(一) 

146

(+)11

ルはよI』である。・とが木述内にがて如何に現るかを知らんと し、海我高専 

のW係L申InIiIi/N rのみ県る5商所をﾡ定し者1に叫する諾現像を比岐 

Iたものがめよである。 地訪の所的取境のﾡ県は勿論止むない事である。

代炎に仏h よ り北に ボ る W4:代均退が利然 と A叫的に 価下 しcわる。部 •曲 

J川法北ルにうるにひ処叫的に即延してわる。御1ロはﾡ市の幌別にし 

北のfl川は約20H く 現れてゐるにL Jol川の 各地は明瞭ではないか神度の高 

く な る P 6 パ く な る のがな然 と 思は tる所で、無谷期間は北す る 型 随 然 と 

城粧されてゐる。との跡は木各地の例にも明に現れてがる,大に緒ﾡ回1史は

5j、10月のwのﾡにはﾡの関係不ﾡﾡであるが、曲の少い6月の曉M及 

びリリ の初ぶ畤には 死校的判然と し北方树同敗が 多い. 又結 N 時の般低濯中のM 

高温即ち川の現れる人演限 W混は削ﾡでない。大にﾡM時サの小均低ﾡはﾡ々 で 

あるが:枠雌の5い方低消なる傾向あるに見受けられる。

第5表 林 度 と 新 4

崎a 所
緯 度
流 投

数価 

百

初衛

月可

第舗

日堅

商

V
ai 型 ﾡ 

万K両X月

おば日ずヨ 年不

1月X月 V X 20

製 別 i -' . 9 10.18 161 ・ | 0 o
4.0 0.0 'o.c ' 7;

野 拠
430・ヤ5 

35m 5.11 10. 7 I4s 2.7 0 0.2 5.7 .747 os 6.9

磬 バ 深 43038/ 
I20m

5.17 10. 8 113 2.2 0.1 0.1 3.6 2.3 -2.4 - ・. 5.9

安交不志内 44cイイ5 
70m

5.21 10. 8 139 3.3 0.5 0.2 
i

1.4 7.8 2.4 -0.6 -1.1 5.6

沼 川 税 - 6. 8 9.28 III 2.3 
沼

0.7 1.4
II WT 0.2

5.7 ド ・・-2? -2.9 4.6

(2)海拔と結霜

総4ic到して海が如何に地がするやを松せんが公には、特に考ばを挑はれた 

依驗地を必要とするのであるが木茶に於ては任意神度の决途少く且氣納を同一 

とする所に5崎i所を地定したものである, 従ひて海扱の込も少く159mよ り 020m 
ﾡで我々の施求範回内の到条に過ぜない。第6淡は之にﾡする現象を淡示した 

ものである。
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とに依れば終4月 日はK々であろが、例1iはけ火の上っ/とに刊然と州川に現 

れて店 り、無ﾡ期川はﾡ々であるが:派の上とに短締される傾向が:gめられ

る。 ド均温圧は幌加内を除さ派投/5とに低下してるが岩i敗、低温 

は一定の傾向が無い。海扱高と納とのW係に統いて二、三の縦件に接するが、九 
(4) (5)

州触方に於ては海拔 を 増す程箱肅淵腹が為 ると報ぜ られて ろ。Giciger氏等は

本川題に就いて特にﾡな研究を行ひ海が/5くなると風の脳断が:加は り aHの
(7)

低沼は低所税際下 しないと して居 り、火Niinch 及び I.iske附i氏は反対 に 肅 の 

数と危險期間の長さ とは、 じ態であればが扱のIにとにﾡ加するが、森林 

施発につて考をするは 700m以 止:でれ以下のﾡ所では寧ろ環境米を履
(2)

感ナべしと稱してゐる。共他半否相半ば しだ成が無いが災するに我々の施采l 

では場所行の局所的環境が朮要である。

(3)地域と結籍

前述したる如く 木道は氣候上地域的に特性を行するので次の如く5 械に分ち川 

現象の比較を行つた、各地域に算入 した観測所は下の如く である。

1 .天 路 沿 岸 ・ 交不志内、磐ノ 澤、野機

2 .北沼だ・"ﾡW、枚、.上幌内、幌、下湖ツ、札か

3 .太ド洲ポ ・小松il、メ、

4 .道地 方 ・ 木川内、七飯、福島、花看、我部

5 .内 P 地万・麻、上置戸、m足、落介、上足寄

本ﾡを A. B.C分ちﾡのi現象とﾡにWして祀進するとす。

A. ネ 現 ペ

:ハなハ浦現象にM I 芥岡ルに不力 紙セ WHI てれ7に示した。

イ7 衣 地 と 中 湖

州 ガ 羽
3m; ' 初価i *1 播 お最提品 3 H 平均 

我 「 u 年不

月 日 月回 日堅 V月 \1月 月 X月 1月 月 旦曲

人回州 5.16 j io. 8 1i4 0.2 0.2 4.6
(

3.9
G 

3.1
"e 

0.7 - 0.2 °e6.1
北 成 a A 5.28 10.1 128 o. os 6.3 3.6 6.2 1.3 -0 5:5
太Tポ沿 5.15 10. 7 44 0.7 0.3 8.2 2.8 5.6 - 1.4 6.0
n 川 地 方 5.10 10.11 153 2.5 0.2 c.1 5.3 5.5 5.9 0.4 7.9
内 P 地 ガ 5.25 9.30 127 0.e 0.7 2.9 .9 1.4 -2.1 5.2

ボにば道地方はド均混ももば5く、約ﾡもバく、仙相は飛も遅れて 

J、無山削川は此もし。ainの代均低ﾡは0°。J止を示しﾡ孤回数もiも 

少い傾向を示してる。

大曜清バと太ド洋清バとは4小退もどI一に しておﾡ、初各明日及び無 

M;川』もﾡJ→である。Wjし太パポの方uHの不均と低過造に価く、ﾡ谷 

回数も がしく 多く晩ﾡiと しては木道明一で特に根定地方の中出即心 も 頭 ※であ 

る。

大iに:北と内ル地方とは4小均消も近似し総ﾡ、初叩の期日 も地域と して 

はも近接 し無1期川は同 ・である。miし内F地方は利日の不増低治低くﾡ納 

回数 も 一般に 多 し。以.上.に 依って見れば晩 •甫の謎 も 顯 ざな る は太不ポﾡパちﾡ 

制地方で内陸地方之に次ぎ北見地方、大曜地方の間iで道1i地方は危ﾡ性域 も 少 

し。

. 結局 頻 度

木道のVれiに討しては特に大ﾡに我する高氣ﾡがもﾡ係深 く 之 に 本道附近 

の氣ﾡの配出がWﾡ してゐる Fが知 られてゐる。而 して晩冬、早•休に於け る 氣黑 

の配於、※糸の災ポには4々一定の傾向あるものゝ如く、従ひて之が木述の晩ﾡ 

に對して何等かの傾向を滞 しは しないか、乂地拢的に異る所はないか、之の闘 

を明にする為%述 しなたる5 開の各観 31 リ所に就き、夫々開設以ポW和18年造の 5、 

G のﾡの「分状態を訓べたものが第S( 1)及び(2)である。之にぬさ調
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年更20に 述せさろものt(1ニ トナIに 

換ﾡして各W以iに不以l、山に:;aパ 

均に依つて曲松を不沖に LKijic口示 

ナれ別ﾡの如くである。

とに伏u#がiつ卵は木通 ・NにI. 

りl一A 向〕の あ 乙 小 が 知れる。間jl-c山 

教の山をWげ5 1H、 An.13n 

2JH、2oH、(4H、Ln、19HのI

でとのnのi後にぬてwiが:と も多く起 

つてゐるが:知れるので ぼの ﾡ知以」 

注意が開F必となる認である。

口商iのI線 をると 約7ロMさ 

が:現れ新が期期的に術しつ ・ あるに 

氣が付くであらう。支那北部や朝好では 
5 (11)

古米3災」過とVふ仲談がめり、とは3 

ロI川変さがﾡけば後の 4 ロは沿吸で寒K 

交立して現れろとVふ.意味であるが、之 

は多期の条退の統卜と良く一致し、メシ 

ベ リ 大降の5氣脈の狼生と もく二致

してみるとので、本道置現象がシベリ 

大Pの高氣船と 株な開係に あ る點か

ら此の川の週期的循環現象は 故艇 さc非 

ナだ興味あるである。

木邦に於ては災さの灰 り と して八I 
(1!)

八夜の別れﾡといふ.言ひ伴へがめ り、H 

部以北で立春か ら 88 日目 の5月 の初めり

cは4々 aiがあ り 桑葉に被害の起る そ常 

蔭 と し、メ方地方の→では八十八夜か

濟んでから作物を播種する 習 しがわ り、

冗
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ハドハりはゃ;u"心バに 

があるといふなであるが 

野ﾡでは交さの灰りの起 
(1l)

る日は5月1H、9H、15

24n頃lであると言ひ木 

道のkれと時一永するFも 

だ興ある事である。x 

は州にかても5月10日過ぜ 

H1に袋さの戻りの現ﾡがあ 

り、特に Eisheiligen とい 

ふ名稀を附して ゐるが 6月 

にも此の現象があり之等は 

矢張り爲氣順の發生と關職 

しi期的事無の製米にIW 

するとのである。 、

木道の初山に 封 しても別

の如くﾡ々当U的な新沢 
・

を認め得るがﾡﾡの場合に 

比し明瞭でない。
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堆 f 腐 植 の 石灰 に 就 い て

技 円 内 m*夫

山崎怖は流館崎に他地Iﾡ的のつ通来物の集積によつて林地上に構成され 

にもので、その外郎的形値によつてﾡ岡怖に情商M等に分知さる、ことは前報 

に於て収締をべた。この地M財価中の用関Mは各純の.遺棄物の分解が添加され 

たﾡ物のiに近かにﾡるﾡ県地mi上.に集ﾡするに外ならない。 ち樹木の洋 

ﾡ止他が:分解しり、 行提物は正ﾡﾡとなり火水としてり、無健物は地中に還 

元すべさ ものがだ分にせす地mi上に停滑する納県である。 して損俳地等 
・

に於てけ作物の完全な生か〇理こは施記、WK等の人工的方法によ り常に作物の 

生に小ﾡな映態をﾡにﾡへ、作物は充分な生ガを續けることが川來るが、森 

# ・ 殊に 木道のゃ っ に 大部分の收優 を天 然林に 期神 する場合拠 ﾡ地のや う に 施肥 

メはﾡ校を行ふ.と云ふやっなことは考へられない。然し沿人は川米る叫り全な 

方 をル り かに大 さ な収( を上げることに 努む 可世 である。順様な 大然林にか 

て林木が利用 し” る 養料は迎海な く 償輸せ しt可tで、この熊積ﾡﾡは先会にi 
かに分解 しその中に含ま る、養料卜が:げびM物に利川さればならない. 殊に林木 

の先全な生育に多ﾡに製よされる製楽は殆ど全てがこの遺楽物のにがナ る合 

容楽化介物の分解生放物に伏イする。然 しM物が利川 し円る第索の形態は殆ど全 

てかト壊中の可溶ザI不素、即ち硝酸熊並にアンモニア他である。遺棄物中に炭水 

化物が分解綏慢な您に多畳に険かする と土堀徴生物は之を炭素源と し、が在する 

可溶件’京素を洪素源と してﾡ版拡白を情ルし、Mび 双雜な形態の茶素と しi物の 

利川を困難にすると されて居る。メり グ= ンの多に花することは孤白の分解 

を困難にすると'考へ られcルる。ﾡ俗Mは酸性を品し公にH性に於て繁殊ナ可さ 

アゾ トバク クー の活動を 阻 害し、築素給Mの一つを修止する納果ともなる。

植物遺棄物が地表向に到達し、こゝに於て上城微生物の作川を被り分解される 

とその修局にかて水、ぬ酸ル、北仙アンモ=ア等になるが、何情化作川にょつ 

ては遺棄物中の リグ= ン"は種々のﾡ化を受けﾡﾡ酸を構成するに至るとされて
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居る ・ と のH酸は そ の 設に 多 t の 2 点が: fする地合にはこれ 号ハ もの と ' 

合して所調性陥Mをし、 上城映館を良ﾡにし、延いてはM物生に印々 

良好な船係を興へる。然しこれ号甕居類が缺乏 してルる場合には所m統をWﾡが:

殘かすることになる,阿臓は無根 規 合的に比べて その饱和の為には 多のﾡ 

を必要とすると されて居り、これ等の座ルが少なけ 境にﾡ化を附叫すナる。 

処となる。 '

G, r i" 二ょれば多退な地域にかては水"小の水楽イオンは山仲から曜 

を 置換 しこれ等を 不飽和 となし、津i次ね械酸は 可部性 とな る とに確ﾡﾡ I: を# 

めに数ﾡの三二酸化物に分解する。即ち と城の理化學的性賢に大なな關係を行し 

払物の生育にI災な悠絶を行する 止城ﾡ命ﾡは曜の映乏のﾡ破収され流下ナる 

水分と共に下方に洗滌される。 H破はその保護作川に上つて土壌物 上分を伴
・ (2)

ひ移動し、ﾡ局土壌炎府はとれ等のもの、破版損失が考へられる。 KGt2 は林木 

の築釜にﾡして決定的なものはﾡHの形解を受けた20lの炎士であるとべcル 

り、 あ拠性で土壌ﾡ附姫にその生添の粉あを求めて居る ものに就いては特に c 
の影皆が考へられる。更に洗滌された各小成分が沈激の條件を滿す Fﾡの部分に 

到整した時とれ等のものはと ・に沈殺して緊優なﾡを形ルし、これは根系の熒達 

に大きな障害と な り 且つ水分の停滞等を生ず る新果とな る。

酸性ﾡの生ルは土壇に種々のW術をﾡし、その結果はこ、に生育する林木の 

生長に大きな際害をﾡへるととになる。間して土壌地反ﾡが小性の場合は酸性の場 

合に比べてバクテリ の繁殖が優勢であるが、ﾡ性の叫は磁肌の繁別が盤である 

c と は一般に良 く 認め られて居 り、 Romnal は和WMの場合には酸性を附興す る 

微類が大きな活動をなし、精岡ﾡの場合には徴ﾡは止桜的少なくバクテ リアが優 

勢な活動をすると述べて居る。かくて粗腐植の形成,はこの酸性財他の生成を助長 

する大きな原因を行することが知られる。

ﾡﾡの形する断囚に就いてはﾡの係がﾡげられ論識されるが、その内 

添加される遣楽物の性状が大きなル(因の一つであると考へ ら れてﾡ る。 東 に 

Krus"は貴好な陥ﾡの生広にﾡ して影響を有す る因子は多數擧げ られるが、土 

壊の石灰含#:が麻火な役刑をする こ と を遊べ、 に土境の石次合は樹木のﾡ業 

によって影響される小究を例を擧げて示 して層る。Joffはﾡ葉樹ﾡの次分は
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• ハ、'",コ； 信に 比 タること よ り土墳のﾡ白化を叫する唄とし、 

(inn../マ はititicり w%紙の 酸性の低減する こと を注めて居る. 典他* 

氏によつて" 欠か にに到する良好な眺断がこめられて屈る。ﾡ分な行矢が土ﾡ 

にイする場合、生するﾡ物は之がGに簡印され、土墳は和を保つに西 

る. Nちﾡ崎MハのR性物Hは之によりﾡ印され性を償つ= とになり分解に 

門I て典ﾡなﾡ県をﾡすとされる」ﾡバクテリの繁ﾡを促進しめ、加へられ
(6).

る述物は先に分解するに玉ると ガへられ, メ Ginnlsscn が述べたやうに行が 

台:この少ないことに よる 1:*期擊性の期化、 ち土ﾡﾡ子の甲諾性を生すること 

はない。

順にH々の地響を前Mの上に及ぼす石次は地積ﾡﾡの場合その総派は大 

部分葉止他M物来物小のものによるものである。番々は前Wにかて木述の帰 

折窩紙 を二大加 して相附软並に精府桃に した。この二部題のtWﾡとこれに合 

れる行次とのl川に前のやうな剛係が認められるか、史に測無制等の混海がこ 

の川t%の行矢に如何なる地響を示すかを知らA と し、団々の地HW怖に就い 

てその方次を試驗した。結果をこ、にべて参おに供する大第である。

, (び品の押収に就いては従米べたところであ り、之は省ﾡして探した林地 

の概略を記述するに 止める。木試品ﾡ収に際してﾡ々御高配を加したﾡ内鷲 

#W署各位に深く謝意を炎する。

I. 野上事業區 49 林班 工 ソマッの大ﾡ木が監在する地地で、ﾡは疎、 

地衣はゴンゲンスゲによって被はれ、神ﾡに側する 7.0堀の地Bﾡ怖はこのﾡ 

物の根系によ つて縫介されて居•た。その下に横はるﾡ山は石ﾡにむ砂壇土 

に して支府は初黒色を呈した。

II. 同事業画 50 林 班 アカ エゾマツの大種木が生育 して居る下に ト ド 

マッの小杯木が生してルた。地ポはﾡ題に被はれたﾡ府ﾡに側する 5.S歯に述 

する堆状窩航に被はれた。その下のB土北は石Mにﾡt大山次ﾡで、仰色を星 

してルた。

III. 同事業画同林班 プカ エゾマツの大徑木が散在する下に 多數の ト 

ドマ ツの小御木が粉生し鬱閉は巒であった。地にはどM物を映ぜ葉樹来葉 

か、ら形成された11tに述する相MがﾡMﾡだ商をふた。臓質土壊は石礫を

--57- 、



合み加色をすろ火山矢質の初ﾡな土壌であつなっ

IV. 同事業優49林班 III の林地と同じく アカエゾマツの々更木 り数 

し、之にトドッの小幌木が:商生し、紀用は初:赤であった,地& 而には始ど

る可き地味ﾡ物は認め られなかつた,08 期に同する利恂Mに*す ろ 

よりなり、紙方 上壤は石理を含み黒褐色4：?. した,

V. 同事業優同林班 アカェーッの人術木のFにト ドマッの小lf 

木が在 した。ﾡ閉は中川であつて。地味ﾡ物と しては ゴンゲンス ゲがﾡ勢印 

として表はれ、5.4ﾡに地する紅係Mにﾡするﾡ秋例Wよりなり、こはゴンゲ 

ンスグの拠系によつて縦合されてルた。隣u土ﾡはイiWを合み色を "するも 

のであつた。ﾡ本事業ﾡの他の試験地は市西メは四Hmiの3歳な傾斜地であった 

か本状験地は北面の租平坦な地域であった,

VL. 同事業画同林班 エマ ツの大中任木が散在 し、林直は秋開 して 

居る地城で、地炎にはゴンゲンスゲが然茂し、以々にオシグがめられた。 4.A 

ﾡに地するﾡ前にめするﾡ岡ﾡからな り、前様之は ゴンゲンス ゲの供系に 

よつて縫合されて居た。8土壌は数府からなる大山次"のもので、m色をし 

た。本林地は傾斜の下位に あつて納不ﾡであつたな。

vIL. 北湯別事業ﾡ75林班 ミ ズナ ラの一商林に して林冠は稍阳、地は ク 

マイ ザサによつて被はれ、制陥Mに威し2歯にﾡぎV税WMが:イした。H府 

に嵐する ものは下の欧び土ﾡﾡと合してﾡた。w:壇は加上に して色を 

品して居た。

VIII.千 歳村有林 各種の葉ﾡからなるﾡど林として紙替されつ 

・ある地域にして地床は各種の木ﾡが生育を績けてルた。納ﾡに劇し I 府 

4.5 ﾡにするﾡ積ﾡﾡか、らな り、樹木及事本ﾡのﾡ系は大部分とのHﾡを1t通 

分布して居た, 映土壌は大山ﾡにI米する降士にして、数府よ りなる。平封！ な 

地域であつた。

IX. 同村-有林 前同様ﾡ災として設定された地域にして各部 

の双薬樹か、ら成 り 立つて居た,精陥Hに劇 し 5.3堀に述する推が崎情に じてVIII 
と同 □ く WH府を行し、各種ﾡ物の提系は大部分この間を1t通分布 して居た。
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時1土:は VIII にljじ。

x. 足容事業ﾡ75林班 HGの山ﾡに位ナるアカェゾマツ及びトド 

ッ逆にﾡ代出 つ地域にして、地炎はオシダ、クイザサ、

ッャ ソ ッに被/れた。1にII府からなるH川ﾡにﾡするBMhで1活は

FMu1L:ﾡと合介してルた。ﾡI士墳は大山がにI米すると考へられる墳ﾡ 

止であつた。地勢は 平地。

xI. 同事業ﾡ同林班 アカェゾマッ及びトドマッ逆に翼業出のeナ 

る#のW』げした札地にして、クマイザサの繁茂するにゴゼンタバナ、シ 

ラネワフビ、コミ ヤマ カタバミ 鏘が混住 してルた。F ﾡの納ルい 派に達する 

粗窩欣に屬する堆祐窩Mからな り ・ ﾡI:墳は前#に等しかつた。

xI. 同事業画同林班 エゾマッ、トドマツ 及び各就測然初の混淆 した 

地域で、uIIlf。クマ イザリ•の做茂する内にフッキソウ、オシダ等が混たし地 

状を4しドのﾡ上と和した3歯のHを示し、F府はﾡ供にして 2.5ﾡに 

地するﾡ陥Mからなる。gt止:ﾡ%は前#と同であつた。

xIII.同事業ﾡ同林班 エゾマッ、トドマツ、ブカエゾツの針葉樹及 

び.各林の渊恭期の混淆する林地に してuMは小、地炎にはクイ ザサの繁茂す 

る内にシラネワラビ、シヤクナゲ、コャッラクツ、ジ等がイした。HIﾡはﾡく 

F府のWﾡMにして、F府は5梅、1【府は0.5歯内外に過ぜなかつた。M賞 

土壊は前同様であった,

以上供試品のIル地は I り VIgは北見地ガょ り、 VIIIより IXﾡは札 

幌附近よ り、xょり x IH 迄は足寄地方から選定 した。かやうに位度的に犬なり

つﾡ像件を興にする地域か ら抑R したものに就いては税ﾡﾡの外ﾡ的状態 

のみを比桜することは之が氣ﾡ的係件に形響されることの多いﾡに種々の支障を 

生ナる,然 し堆飲腐植の石灰貝: 他紐成第その林地の樹稱又は地床植物に主と Lて 

III 來す ると考へられるもの を北戦す ること 及び共等の状態を見る こ と は遊支へな 

いとおへられた。

今本験に催川 した 供が品の現地にぬて の書 を 暗述すれば次表の通であ る ・ 

こ のか ら は粗結植 は針葉樹 を 主朴木 とする 地城にイ し、精ﾡﾡは全て調測葉 

樹を以て め られて居る林地に想め られる。又ﾡ葉樹を混する朴地の地積ﾡﾡ
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ク5 1 そ

足寄小菜皿
7う 林 班

番動 暦名
一

地 困 函 物 木 : 名

I F。

F

cm 
0.ラ
6.5

ゴンゲン ゲ エゾマ 野上深
? 林 玳

F

1.0

_
アカ ゾーマッ 
トドプ

同屮工M 
50林

F。

F

1.0

10.0 •

アカエ ゾマ ン 
トドマッ "
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1.0

8.8 •
アカ エ ゾマ ノ 
トドマソ

対事 系 p 
19 林 延

F。

F

0.4

50
ゴンゲ ンス ゲ

アカェゾマッ
トド マ ツ

F。

F

0.5
4.3

エゾマツ

P。

II 20
クマイザサ ミ ズナ ラ

__ ; _ J
北初別事梁!

7ラ 林 預 浦腐箱

F。

II

io

・
各 m 調 類 樹 千歳村林

K F。

II

1.0

4.3

F ア
ト
各

力

秘

ッ
ッ
也

F

II

F

II

F
XIII

11

ゲクマイザサ
2.0 フッキソウ、オシ

3.3

1.0

クマイ ザサ 
ゴゼンタチバ 
シラネワ ラ ビ

アカエゾマツ 
ト ド 'マ ッ 
各稲ﾡ葉 樹

2.5
r
3.0

・
クマイザサ 
フッキソツ、 オシダ

エゾマツ
ト ドマツ 
各 団 鴻 里 謝

5.0

0.5

yマイザリ 
シラネワラビ 
シクヤナゲ

エゾマツ 
カエゾマツ

ト ドマツ省種ﾡ葉樹

粗腐植

Fo=*をﾡ示する。 ド 並に H1は JLesselmannに役つたo
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F
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F

77.641
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99.04
76.45
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II
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35.881

3.003

2.005

102.70

_________  5. 1

2.767
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II
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101.98

51.39

2.499

1.168

X
r

1(

69.004

26.186

3.056

2.402

.4S

55.52

1.906
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XIII
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1.245
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はﾡ価仙にぬするが、針姫ﾡを主林木とする林地の大れとはﾡをにI II店が川」 

かに現はれてル:•る。ﾡ催Mは一般にく、ﾡ術ﾡは薄いとぢへられてルるが木調 

の場合には必すしもかやうなﾡ果は認められなかった。

以上の二林 川、即ちﾡ係M並にﾡ術ﾡの各府に&いて行根物を的熱担応か. ら 

測定した給処第II炎の如く、落姫は91〜08%不ムパ8rのイ根物を、Fﾡは83〜H:。 

平均75%を、H展は51〜29%平均10%の行機物を含方する同•の帆心窩故に恭て 

はﾡ業上 り F府へ、スF府上 りHI肝に行機物は改少した。H Mに於て.:？: 加こ有切物 

の減少する こと はこ の折が下の能貧土壊財 と泥沼 する傷に密•然カC とである。附 

都地積絡ﾡのﾡ葉に幼いて処ればﾡ俗ﾡにﾡす る ものは格依依に屬す る も のにc」t 

教して行機物合量は多い。II府をイするﾡWﾡのF解と然らさるもの、F府とを 

比核すると、H府を行するもの、即ち測葉樹の落葉を有 じてル:•る ものは概して力 

機物含 法は少ない結果を示 して居る。女ﾡにW部税Mの1活を比終すナ ろとそ 

のliには明かな相ﾡは認められない。御1Hと して明かな彬態を以る ものは各府 

に於て他のもの、各府よ り も行機物に高み、双樹をeする場合には附団純 

の堆精窗械各用の中【川に位する結果を示して〃:•る。か、る納果はﾡ集例の※業が

外葉樹の業に比べて多の次分を合行する と云よ.事FHCiにM囚ナ ろ と 考へ られる。

その次分合量 を 異にする落葉か ら形成 さ れた各種川ﾡﾡの行i次を水によ つ 

てぬ理し、i解せしめて、之を測定した納果wIIの数仙を得た。

粗海植の落葉は 2.8～ 1.6%不均 2.3% を、制ﾡのﾡ集は 3.0～3.3 %T」3.6% 

を示して、ﾡﾡﾡの業は柄術ﾡの夫れに比べて少ない行i次合を示 してルる。 

H府に就いて見ればﾡ崎ﾡは 2.2～ 2.0%ド均 2.1% を示すが粗腐航の ものは 2.～ 

1.5%T均2.0%を示して、この間に於ては大差は感め られなかつた。ﾡﾡ樹をe 

淆 した林地と然 ら ざる林地の堆秋腐植の FHを比似ナれば前裕の F府は 3.1〜 1.9 

%均25%を示し、後裕の夫れは 2.1〜 1.0%不11.6% を示 してﾡ樹をす 

る林地の粗腐他の F府■は然 らざる林地の夫れに比べて石灰含朮の 多い と とが知 ら 

れる。即ち湖廃樹の落葉によ り 構成 される か乂は之が混入 した場合の積陥Mの 

各府•は計葉樹落型のみか ら構された も のに比べて石灰含%;: に'済む。東に針業樹 

のみからなる 林地の粗腐桢の行灰含册 を そ の地ル態に よつて分け、之をるに

I、V 並c VI のや うにゴンゲンス ゲに初はれとル域 と II、III及び IVのやう 

にerH!火tiど地/cざ、HWfが主と しCょr出冷ポのみから成さ化

cいる朴地との神Mにぬては行べ合応に切かなﾡが認められた。 ち前#

,: .～2. 代 .;.の行;4合 tをFパに示すが:、後 は 2.5〜 1.6s2 ボ地 2.0

ナに ぜない。 火ドに於てると前裕は21〜1.5%イ均］.03を示し、後 

がは 1.9～ 1.0s. T均J1.5": を示して修して後裕の夫れはiにることが知られ 

る。二ノ)結 衆から推測 rると 肌商Mのつ石べ合は木の落 ﾡのみな ら従米ﾡ 

り 注 •ぼされなかつた地ホ植物りの棄物 も 亦之に期興する こ とを坊に入ればな ら 

ない。以.の制 製か らfLfHは情WMc比べて 行次合 はに於てる ことを示して 

〃:り、川笠樹の泥湯するN仆、適高な地床m物がび住する切合には"次含状は木 

米の単ﾡﾡのみから形された積WMに比べて石べ合量は増加することが 

Aはれた。

卜土墳のRはﾡﾡﾡにI米するととが多いとされてﾡり、この土壊酸度の 

如何は前述 のや う c ※ ペ J t他の 小解に登して大せなﾡ響をﾡへると に 樹 木D生 
(7)

疗に も大きな役向をすると されてﾡる。Knppen は土ﾡがげ明かに酸性を する場 

合 上境複合値は端然に不飽和な狀他を示し、恂紙酸潦が炭酸共：他の酸の作用によ 

つてそのﾡルを (はれた場合地離のWM酸が:生する、JちﾡM酸岡のﾡの代 p 
(1)

に作川 した酸の水米が入つたものでむ ら う と述べて居る。Gicdlroiz は土壊規合 値 

が:曜ﾡに不他和となると清次陥Mは可油性となること を認めて届 り、土ﾡの行機 

山合間と考へられるWMの不他和の映ﾡが土境ﾡ座に大せな地響を書らすと考 

へられる,且つ崎ﾡは無機ﾡI物にべてその他和の公には多の困よを必と 

されて〃;る。

兩純の川田 (閣値の" 女の itに はﾡ 々 の 相 違が, 忠め られたが、この石べが増積ﾡ 

他中の出合悔の吸浄容に對して如何やうに存企するかを知る為に吸着容をマット 

けン法に上 り、心換性石灰に就いては ウイ リゲム法によ り 測定 しその間の消息を 

求めてたﾡﾡはII炎のりである。

柳WMの流葉は77〜5り常不108延量の戦ﾡ杯を示すが、情崎Wの夫れ」 

106〜00題常1均101顧然述を示して納WMの来葉は報陥Mの夫れに地べてし 

く大 さなりを示 しcルる。1Iに就い c見るとﾡWﾡは5け～12順満 電不均52 

超當駅を示すすが、相燃植の夫れは 76 〜51眶 常量平均G2恥當代 を示 して、制橋
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のものが大きな吸ﾡを示してﾡる。 大いでHのF府を比牧すると、观转

棚許業 を そす ろもの と針業樹姫のみか らなつなものとに於て i は 102一げ 

題諾不均80題諾堪を示し、後がは80〜08題量不均79題なル4

混汾する林地の粗俯桃の ド財は然らざる林地の  M 例依の F活に北べて吸流の大 

さいととがはれた。締期、F府にII等に幼いてその吸許を比快すると 

Wﾡの場合締葉上 り F府にﾡﾡは -般に増加する傾向を示し、ドﾡから1lに

れ少する傾向が知られた。 ちﾡ絡ﾡの場命には Powa もめたやうに 

F活にﾡも大きな吸が:ある,ﾡ陥ﾡの場合之にぬいCるとﾡの場Gに最 

も高5く、IIﾡに至ると淡少するﾡ処となつた。ﾡ期樹ﾡ災から形さた税陥 

払、スは之を加したものは針業出葉のみのものから形ぬされた場合」り大き 

な吸済容を示して居る。

ﾡ御前のﾡ葉の行撮物に別する吸ﾡ卒の術合はﾡ崎前の締ﾡ、即ち主として泗 

葉樹落葉からなる もの ・ 別合に比べて低い結果となる。II 層忆至ればタ谶、沿林 

の % のと湖莫樹林の ものとはと の間に於て大 e な 遊は認め られない。メ初/ﾡの 

F肝に於てはﾡ業樹ﾡ葉をじたものは然らさる ものに比べて冊大きな止率を示 

して居る。同一の細材4府に就いて見ると落ﾡの場合には1.。 以下を示すが、

(不価より出> 有投物にﾡするり容

Cg *板物： 吸済器)

H量
種 W 植

0.77
1.03

情 隔 r。II
1.38
1.49

和 商 植 II
1.21

・1.53

F 府に至れば増大 して米るろ。ﾡにI府にればこの比率を 大とならしむろこと が 

知られた。

ﾡ物ﾡをﾡ成する行機細成分ic於て もこの吸能力を行するこ とが知 られ、 
(9)

ullerはﾡ物行機紅成分乙の性能をイする ものは リ グニ ンであらうと云ひ、 
(8)

Powcrs は泥炭中のリグニン樣物質がこの性質を心も多く示すと述べて居る。小 

積腐植中には腐柳酸と して収扱はれる行撮物がする とに向附Mﾡ ic 至 ら 

ない ッ y= ンにすると考へ らる、中間物の存在が考へられ、之等が綜合して 

この改ガ血を小すとおへられる。こ ・ではこれリグン物いをも合めて測 

a るl的か、ら72s4はRを他川してり グ= ン物uを求めた。 そのﾡ県は第 III 

のりである。

第 III &
T拠 j リグニ ンドィr(

(物 有限竹1
1 F。 

ド
37.73, 13.52
33.45 52.12

I ド。 
ド

35.34 
11.39

39.09 
"16.68

。 10.8 44.95
3.09 16.78

ロ :

F

38.90 
・

39.36 
39.8に

t.94
・1S.32

i4.14
17.9Iド。 37.64 43.35

36.00 18.944

I II
37.45
31.98

48.23
62.68

35.81
21.12

48.06 
58.86

K
33.45
23.62

■19.23
63.52

X
34.33
16.56

19.75
63.24

11
33.52
27.35

40.88
58.38

V 36.48
22.49

48.03
58.10

y 
11

31.71
17.34

47.09
90.34

ドか ら知らるゝやう に南極期肺性紙の リ 

グ= ン物Iは流劇に於てはﾡﾡMのものは 

納陥Mの犬れに比べて冊大さい端県が知られ 

る。Fﾡにぬては林のものがﾡ分少ない

林果 を 示「Eが。このM県か らる と破 

出※期に山ポする ものを合んだﾡは然らさる 

もoic比べc リ グ= ン様物Iは少ない軸果が、 

成はれる,Hﾡに就いて見ると山ﾡ怖並にﾡ 

WtのlにI識な益を認めることは川米ない。 

fil特lのり グ= ン様物Iに就いて比る とﾡ 

WMa・葉脚葉にI米ナるものは葉と F、 

府 と のlに 大 ・ な逃は認め られないが、F並 

にH府を行する HLWiic 於 て は 明かに】 1層 に 

大さい新県を示 して屈る。精財師 も 亦同様に

求 と1府と に於て はHI府 に明かに大 き い。

ちり グ= ン様物なは落怅より Fﾡを都て11 

片にイﾡ物に増加するが、WMがり グ= ン 

にlポすると ゆへられる時、他の行損細分

は速かに分解し去 り、り グ= ンは變化は受け . 

る も1到的加を米したと考へると とかポ

る.

こ»等り y= ン様物質が前の吸济容の全て

を支配するものと して者を比桜するとの細県がられる。 (各府のリ グ= ン 

様物質及リが茶のボ均価か ら Hl)
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P
リ グニン幼質Irにバすっ
5そr?ギ (Hak)

I.8
2.1

Fr 2.8
2.4

ド
HI

2.イ
2.5

11 号に校 / &*のつ淡少と共に証換性行べの淡少することが岡H抗術M共 

にげ めらる。田換性行がの大小と映航との削係にﾡいて見ると 洋葉逆 に Fﾡ 

にぬてはる可さ ものはtないが、1I府にﾡてはﾡﾡ辛○ﾡ加と置損性行次の増加 

と が無则的ではないが一め られた。

今噁求む屮におむるれ矢ハ削介を見るにも IV の通りの岩県となつた。

粗腐植の溶薄は精彌桃の夫れに比べて土しく低いが.】I曆に於ては用先は同

の結果を示すに至つて居る,創術Mの F活に幼いてはのものは然ら る ・ 

のに比べて租々 大 き い緒処を示してル る。F ﾡ地に h府 を 儿施す ろ祉岡Mは針4 

樹落葉から形成 された粗依依のやう に明かな力を Fiicl『府にigめfない. この 

比率は樹種を異にする落葉の場合談 しい/を示すが、F は1【府にると清大班 
, (10)

似の数を示すに至つて居る。Nfattson は Omlen 渋に依るH破に幼き 100gic釣 し 
- - (5)

306.4雇の吸を認めたが:、本試ﾡ術果は和々低い処を得な。Jofte も

このMに就きA。小の行機物複合ﾡの形に到し、cれに関係ある分解肌館が:明 

絡にﾡ響するとし、Nfullerも分解の座抄と共に吸名 めた, 本状 

験納果は M attson の数位上 り低いが、前並のやっに葉上 り IIﾡへ、キ俗ﾡの場 

令を除けばこの比率は増加する傾向を示 してルる。リ = ン校物Iの行拠物hに 

於ける増加が何植化作用の進抄を示す ものと考へる時、 Mfuller の述べたやうに 

吸の増加が認めらる ゝだらう。"だﾡJ棚」ﾡが逃し く大き比を示す 

原因に就いては更に別個の攻究が必要である。

か、る吸者を示 して居る各柯堆秘窩 林 の置換性有次を 見る と MIlのi通 りで 

ある。ﾡ御ﾡの流葉の出換性石述は1.7〜0.7%イ1.5%を示し、fWMの# 

葉に於て は 2.8 ～2.5 %ド均 2.。 %を示 して明かに精宮例の夫れに 多い。本Mの 

H府は 1.2～0.6%不』0.9%を示ナが、前WMの夫れは 1.7〜 1.2%ド」1.1%を示 

し、c・ c於て もﾡMc於て優る c とが知られた。粗榭植の F用4 川に就いて見 

る とﾡ葉樹を して居るもの、場合2〜1.2 % 不均1.7%を示すが、然らさる 

もの ・ 場合には 1.6～ 0.7 %1均1.0%を示して石矢の場合と 同 ヒ く 潮葉樹を 

するものに高むととが知られた。同一の熊積術ﾡの片に就いてるとM、 

精御林共に置換性行がはﾡ姫よ り下府に至るに従ひ減少することが知られる。 I 

腐袱の場合落莫よ り F府吸卒は増加の傾向をるが:、ﾡ性石灰はﾡ少し、x

第 IV 表

ﾡ怖のﾡに於ては85 〜45%ド09%を示すが、村加のれは96～86%ボ

R費

I

F名
、?の山 

換性石が シ22
70.5
50.2

4 ・ N 可 - 石 灰 中 てう5 ドII
(H:O) (KCI)置投性石が-

67.58 
57.03

重換性石な

13.97
1 "• 5.0

F。 5.2 41.96 58.04 4.9 »| 3.9
山 ピ 33.9 66.70 33.30 4. 33

■ r。 62.0 64.44 35.56 • (
・ ド 37.0 53.85 16.I5 4. ヽ 3.9

_ i_

m F。 78.6 . 40.56 5.4
ポ 1.7 59.65 10.35 {-

F 72.1 53.40 46.60 4.SV ド 46.9 67.15
韓

32.85 4.4 • 1.0

r。 8G.3 60.15 39.85 -5e 5.!

•
67.5 73.53 26.17 _5.3 5.0

ド。 90.6 7I.C6 . 6. 59
山 78.6 76.68 23.32 6.1 ュ

・ ・TT F。 G. 70.89 29.11 6. 6.2
ii 80.1 j 64.39 35.61 1 ci

Tr 卜； 85.7 76.73 23.27 i 6. -二
N II 81.3 59.25 40.75 , 6.1_

\テ ( .3; 62.37 37.63 5.9 ら.4
入 II 63.1 40.S8 59.12 ! 5.6 ( 2

ヽ
51.4 65.52 34.4S ! 5.: 4.8

II 49.4 15.27 ・ 54.73 l 29_

F 82.5 75.32 24.68 ； 6.0 5.7
当 I II 73.9 49.17 50.83 5.3 5.2

P 49.7 62.03 1 37.97 5.1 4.2
II 52.2 12.46 57.54 4.7 3.9
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均91%を示す新果となつた。H府に就いて見ろとﾡHにﾡすろもの、人れは7」 

～49%不均57を示すが、ﾡW#に脚する ものは81〜79:4不均05を示してルる。 

ﾡ俗ﾡにぬて調ﾡ供を加する b。 ・ 場命のF府は83〜50:夕Tム,"4を示すが、 

然らさるもの、場合には08～34%1ム74を示してる。かくLてる時辺ﾡ機

葉から主と して形成 された堆决何例 又は測業樹,ト案が混人 I たも •ハ 場期命は別 

ﾡ可流の行矢が多い と にﾡ換性行ばに命み、nつ吸洲に門す る こ の比換件 行 

灰も 多い結果が知られた,而 して落葉から F府を紀てIIﾡに各HIWM川には 

相はあるが吸着卒に釣する置換性行矢ﾡの少がgめられる。

独路酸可ﾡの行炎に到する置換性行ばのﾡ令を比る と 人ﾡﾡﾡの場介には神印 

堆防窩械共に値換性石灰が大半以 :をめ、Fﾡにかて も啼々同様の初 架を紀め 

る こと が出來た,而 してﾡ術ﾡとﾡ術ﾡとの糸業を比桜す ると四換性行次の独 

俊可神の石矢小に占むる刺合は後がの地イ8〜12%ド均59%を示すが、前の 

合には77〜71%不均08%を示して、前のﾡ曜ﾡ可許行i次小の多量はﾡ換性行矢 

に+つて占められて層るととが知られる。前杯のﾡ葉はﾡ新しくﾡ加されるに 

反して後のものはその命少なく、且つ行機物の分解の総投な公、 く降問 

に戦らされ、漸次洗滌され、か、る納果を招米するものと考へるととが川米やう。

H 府に就いて見る と、前は77〜59%パ均パ7%を示すが、後がは40〜116不4. 
%を示してと ・に於てもﾡ葉と同様のことが知られる。 ﾡﾡﾡの下ﾡを見ると双 

能樹を混治する も の ・ 場合は75～62%ド1,664 を示 Lc り、然らさるもの、場 

合は74～54%2ド均73% を示 して初業樹落葉を合 して居る場介が •般に 別曜可 

神行i次中に多くの置換性行次を行ナるととが処はれる。商して箱ﾡﾡのﾡ業と ド 

籽とを比較すると脳«酸可溶石灰中の&換性石灰は•大明落葉中に少な く、Fに 

多い結果を示 し、H 府•に至れぱ "び この別介は減少する。納Wﾡの場合 も 行機物 

c高tHﾡを行するVII以外はHI府に少する傾を示しCルる。落葉屮の牙诙は 

降雨等の為移動客易な ものは下方に移動し、移動の困難な ものが殘削するに至る。 

Hﾡに於ては8M壌の行i灰がﾡ密酸にill しか ゝ る結果を示す ものであ ら う 

と ﾡ像 される。かやうに 双樹来葉か らなろか又はとれを eす る 場合別岡酸可 

溶石灰中の置換性石灰含我の大 さいことは兩樹落葉の石灰含wの差と 共に、兩者 

の分解肌態の相に よ る福 灰供給の相違がか ゝ る※を兩者の上に示す も のであ ら
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(inn.xaxn が性生べたやっにたにかて土ﾡﾡ雌が林木の生に大せな地響を行ず 

ろと しメに確ﾡ性つ如付が動する土噴は生物のHﾡに地響するにぬては 上坡か 

应の有機力分用に するなたも大なるものがあらう。而して来林上壇に於ては活

統に人に ・ な役刺を fナ る ・ Aは財植酸 で、ﾡ性を抑割 だ分な石次が

Eナろ地合には常然土境く略は小性りはそれにﾡいものを示し、且つか、る 

ﾡくﾡ状ﾡにいては行提物の分解は当かである公Mﾡﾡの生する こ と も抑訓さ 

れろことになる。 ・

iして前の*う ctWﾡとﾡﾡ「ﾡとに於てはその別座ﾡ可の行次合量及び 

t換イi次合量に人 せ な 相違が認め られ n つ暇 洒/中 わ透換性イ i 女の割 介に も 亦 

明かな E か知られた。これ等の納果から土横反施の.上.に も常然相違のわる ことが 

ぢへられる。介素向水に題あしたﾡのものにAいてPII をm氣的に測定 した結果 

と示せば IV のi りである。

神何情の海葉及び情陥ﾡの糸葉にぬいて比ﾡすれば前 ざは 5.6〜.5 を示すが、 

後がはG.〜.1 を示す。HﾡにﾡいてJれば前がはう.G〜.7を示し、後裕は6.9 
〜の.1 を示しc、こ、に於cもﾡWMのPIは高い、Jちﾡは価いことが知ら 

れる。メH崎情の F府にﾡいてれば測葉ﾡをﾡﾡして居るﾡ地のもの、場合に 

は(.0〜5.1を示すが、然らさるもの、場合介には5.5〜.1 を示して、前裕のものが 

酸度の幾分低い傾を示 してルる。m して針外葉ﾡを主とする林地のﾡMめ場合、 

とに地H物、 代試ﾡにかてはゴンゲンスグのイ作することによ りﾡ曜酸可洲の 

冇灰の場介と 同様に™ 七瀝が四め られ、ゴンゲンスゲを行するものに納々 P 

は5いへ こ と が知 られる。J ちゴンゲンスゲを候ぐものゝ 海葉は5.4〜4.5 を示すが 

然らさるもの、場合には 5.G～5.5 を示 しc層る , F ﾡにかて もi#は4.9〜.1 を 

示すが、後がは5.5〜4.9 を示 して居る。

Giorling は水にかてのﾡと K8 液中の反應と を比校すると 上屣 C 静 k缺 

乏の」七板的な程度に就いて知り得るだらう と述べて居るが、KC1 中に土雄を 

間濁した場か、 KCI のK はﾡ合闇のHと世換し、ie を作る結果、 

itのPHよ りも KCI cかて測定したPHは低ﾡ県を示すととになる。J 

ち KCIiﾡ。 PIIは土壌複合置に吸着されたHTがに炎はれ、その結果と水
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中に解ネする  n との ■度の和を示すことになる。このPHIがかゝ るキを示す 二 

とよりuに不範和の土壌複合ﾡのﾡをこのP1Iを調心することに依りAハ 

るであらう。今一以定の KC1 液に供謀品を騒河せしめてPIIを電料的に調定 

したﾡ果第IV表の数位を得た。

精樹软の落葉の場合は 63スは 59を示すがﾡ絡Wの場合には 6.1 〜30 を示 Lて 

居る。H府の場合にはﾡ俗ﾡはの,1〜5.7を示すが、ﾡ略Mは成4〜30を示Lてル

ス細岡MのF府を核すると、ﾡﾡﾡをナるものは成7〜」2を示すが、 

然らさる もの、場合には5.0〜35 を示して居る,この均介に於て も精例旅の各用 

の PHは細体Mの共れに別座するを府の PI上 り し 高い数做を示してね: る。測業 

ﾡをしたもの、場合針業樹のみからなる林地のもの上 り も高5い PHIが.9めら 

れる。 して水にﾡ濁した時の PHと様にこの場合の PII もに沖葉上 りF府

­  70 --

を新てI府に不るに代ひくなる材がめられる。*渺徉に■するイ含載の 

二のPIとはi[i的な山係は木験ﾡ果からはめられないが、こos合 

の大さいもの大ﾡこの PIIは高いことが知られる。この柄を口示すれ第 I 
〜 III 口の通りである。

以の【りよりtP 級に云はLて屈るやうに多堀 、日 

つそのﾡは もくの行欠によつて飽和され、 性ﾡ座は低いﾡ県を知ることが 

川米た。か*・うなﾡを示す情WMはﾡ陥怖に比べてその布ﾡ物つ分解出かに し 

て、これに?4る、行次"を卒場にその下にげはるﾡH土ﾡに供特することが川 

米やう。

Flrvlwrgは地 Lにイfするﾡ物がﾡ木的に除かれると土:墳監の上に危ﾡを 

生する、皆伐によ って秋間 された林地に於ては土林は期い洗滌を受けろ が、特に 

ィiの映乏 び e itiにイfするWMの保i/作 に ょつて しい祐果を 尔す と 述べ 

てル:•る。このFにiwcはGioiroiz の述べたやうなびからも考へ得ることであら 

っ。本び略就叫か、ら針十難樹○場のやうなﾡ崎ﾡにぬて、特に砂賞を下の脳な 

止:が行する場合この動に考へを及ばす必災があると考へらる ・ と共に、洲英樹 

林性於けるやう な精留林に於て も分解の迎接によ り 行i次"はﾡ場に移動し、且つ 

ィi次等を i鈴する糸期等の映2 ics り 漸次"上の危險性 を『Mt土境に叫へ a に 至 

るのではないかとおへられる。唯だ地M物のあるものはかゝ る危險性から或る 

和止ﾡ匹[土地を保護すること も以.の新から処はれるが、地権物は大部分そ 

の根系を川曲腐植に分你し、堆状窩依の性状の變化と共に愛化し來る も。 ・如 

く、上壊反應の好化と共心他小値物か異なることは諸氏の.忠めたところである。

1. 木献はﾡWH10H、tWM3種に就いc行つた。料Mの内G種類は針 

葉樹件上 り、」価は計泗混清林から採取 した ものであった,又6種の針葉樹林よ り 

押収したもの、内はゴンゲンスゲが械ふた地域から、他はﾡ類を布するのみ 

か、メは全く地ﾡ物を映いだ地地から押収された。#WMは全て測樹林よ り 

得た。

2. 神14情は札Wiに北べCﾡ単小の行機物は多い納果を示 してルる。IIに 

かては大芝は認められなかつた。 計葉樹#よ り の F府と針澗混淆林よ りのTと 

にかては後者は行機物は少なかつた。
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3. 石次に就いて見る と利用械の落葉は常依他の群集に比べて少Mの fi べを合 

行 して居た • H 府に於ては大広は認められたかつた. 前同4に Fﾡを比ﾡすろと 

ﾡ.ル所林のれは針業ﾡのものに比べて多い緒処を示してルる。 x地M物 

を行する (本試ﾡに於てはゴンゲンスゲ) 地の川税WHはイiべに高び叫と 

して居る。

4. ﾡ着絡を Natteon法ic止つて調測定した制県、術術Mはﾡ術Mに比べて 一» 

共に大きい吸着絡を示した。前l様に Fhを比快すると針測iと卜のものに 大合 

い締果を得た。粗依植に於て、リグニン樣物質の吸着を 以落然よ りF府を紀てII 
府にﾡ加する傾を示した。

5 置換性石次を Willians法によつて測ﾡした新果、ﾡWHの各府は#WM 

の各務に比べて多い箱果を示 した。ﾡ術Mの ト'詹 を 比 修すると 幻測混淆 林の もの 

が利々多い新果を示しC居ろ。

6. 吸着容中の(a換性石灰を比快すると精脩地の各脣は粗怖林の各層に比べて 

多の行次を示 した, F 多の型會針湖 示講林の も のに大きい紂/果か知 られた。

7. 石炎中の証換性石次のﾡ命を る と 精腐植は机財植忆比べて 多 物のW換性 

石灰を石灰中に有した, F肝を比核するとその川の遊は少ないが、 t姫供のも 

のが少ない結果 を示 して居る。

8. 供試品を水中に懸濁 して PHを電氣的に測定したﾡ県、精窗械の各府は組 

傷也の各府に比べて高い PHを示 した。創俗ﾡの F府を比徴すると針初J件の 

ものが針葉樹林の ものよ り も和高い PHを示した。

o. KC1 にﾡ濁して測定したﾡ巣は納W前の場合相ﾡの夫等より も高い 

PH を示した。粗腐欷の Fﾡに蹴いて見る と針葉棚のものは針M加も#のもの 

よ り も低い結果を示して居た。

木試験に関する御ﾡは元品字トキ子氏にイれふ.雌が多い。こ ゝに謝底を表す 

る。
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